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■ＥＰ１　真相解明読本(インタビュー抜粋)

『うみねこ』って一見攻撃的で挑戦的な作品だけど、システムを冷静に考えてみると随分親切な作品なんですよ。凄い丁寧に「ここを遊ぶ作品」「ここを疑う作品です」って教えてくれているんです。

２作目を作るときは、誰もが皆ジレンマに陥ると思うんですよ。前作を模倣してよく似た作品を作るか、前作とまったく比べようのない道へ進むか。私が考えたのは、『ひぐらし』と同じようなプレイスタイルで、『ひぐらし』と違う世界観でした。「『ひぐらし』でできないことやろう」と考えた時点で、『ひぐらし』と違う舞台にすることは、はっきりと決めたんですよ。その時点で世界観の設定を考えたときに、安易ですけど「『ひぐらし』は和風だから、今度は洋風にしよう」「(舞台は)今まで山だったんだから、今度は島にしよう」っていう方向性が決まってきました。「『脱ひぐらし』をしたかったというわけではなくて、『ひぐらし』とは別な物語を描きたかったので、必然的に『ひぐらし』とは違うものになっていった……という感じです。」

(聞き手)『うみねこ』には、『地球防衛軍』のセリフが入っていますよね(笑)。

それは私の悪い癖で、作品を執筆しているその瞬間のマイブームをこっそりオマージュとして文章に混ぜてしまうんですよ。

(ＢＴ)霧江と明日夢が『ラグナロクオンライン』のスキルから名づけたっていうのは気づきました？

(聞き手)……あ、そういうことだったのか！(納得)

そうそう。だから霧江がいると、明日夢が消えちゃうっていう(笑)。

※「キリエエレイソン」と「アスムプティオ」というスキルがあり、重ねがけをすると効果が上書きされてしまうそうです。

今度の世界観は江戸川乱歩に近いですね。あとは、横溝正史の『犬神家の一族』とか。『うみねこ』は、ミステリーが好きな人ほど「あ、あれは○○のオマージュだな」ってニヤニヤしてもらえる要素が散りばめてあるんですよ。

(聞き手)トリックに関してもそうですか？

そうですね。アガサ・クリスティの『そして誰もいなくなった』などを雰囲気的な参考にしています。

実は最初、夏妃はベアトリーチェのつもりで描いていたんです。でも描いてみたら、どうもベアトリーチェの顔じゃない。血の通った人間の顔をしているので、じゃあ朱志香の母親かな、と。それからもう一度ベアトリーチェを描き直したら意地悪そうな顔ができあがったので、「ベアトリーチェはこっちだな」と確信しました(笑)。

私は「木を隠すには森の中」というのが大得意なので、一番隠したい情報があるときには、他に疑わしきものをもっと用意しますが。

■ＥＰ２　真相解明読本(インタビュー抜粋)
『うみねこ』はユーザーの心の拠り所を冷静にサーチして、そこを切り崩すような作品なんです。『うみねこ』は虚飾に彩られた世界なので、ファンタジーの一面もあればアンチファンタジーの一面もある。ミステリーもあれば、アンチミステリーの一面もある。赤文字システムはアンチミステリーなんです。

『Ｅｐ２』の段階で結論を求められたり、評価を決定されるのは少し困りますね。『ひぐらし』で言えば、『綿流し編』の時点で全てを語られるようなものじゃないですか。『綿流し編』の真骨頂は、『目明し編』を読んで決まるんですよ。だったら１話ずつじゃなくてまとめて出せば良いかとなると、４年に１本のリリースペースになってしまうわけで。どれだけの大作なんだと(笑)。

(聞き手)反応と言えば、つるぺったんが出てきますね(笑)。竜騎士０７さんからSilver Forestさんにオファーをしたんですか？

そうです。それで、当時内輪でニコニコ動画がブームになっていたので、弾幕も作ろうと(笑)。

※同人ゲーム『東方』シリーズのアレンジ曲です。ちなみに学園祭で朱志香がしていたコスプレは『東方』シリーズの登場キャラクター“霧雨魔理沙”です。

(聞き手)『ひぐらし』でおなじみの魔女たちが登場しますが、『ひぐらし』と『うみねこ』は密接に関わっているんでしょうか？

『ひぐらし』を知っている人には、楽しんでもらえるボーナスキャラクター程度のニュアンスですね。特につながりを意識しなくてもいい問題です。

ベアトリーチェ側からすると人前で魔法を使え、というのは暴言なんですよね。

『Ｅｐ１』ではミステリー、『Ｅｐ２』では完全にファンタジー寄りだったけど、次は三角形のてっぺん。第１話は点だった。第２話でその２つのお話をつなぐ線になった。第３話でさらに点が増えて、線が図形になった。第３話はファンタジーとミステリーの中央に来る作品になるといいかな、と考えています。(中略)ベアトリーチェにも難易度が高いです。戦人も知恵をつけて状況が分かってきているから、同じトリックを繰り返したらいい加減気づきますしね。でも、ベアトリーチェもまだ切り札を残しているんです。

この世界もゲーム盤的世界で、そこにはいくつかの駒の動きのルールと、ゲーム盤全体を総括するルールみたいなものがある。

■ＥＰ３　真相解明読本(インタビュー抜粋)
ベアトリーチェも戦人も、『Ｅｐ２』でユーザーから出た意見をゲーム中で多く語っている。現在『Ｅｐ３』に対する推理や、色々なツッコミが出てきているので、それらをいくつかピックアップして、次回『Ｅｐ４』の戦人が主張していくものと思われます。ゲーム的に解けるように作ってある反面、連載ものなので、バレてほしくないという本音もあります(笑)。このさじ加減が難しいんですよね。だって約８話作るとしたら、４年間は連載するわけじゃないですか。それが、最初の１年でもうほとんど看破されてしまったら、連載にならない。だから、バレないような話をデザインする点で相当苦労していますね。『シュレディンガーの猫箱』の話は、本当はまだ出したくなかったんです。世界が複数ある可能性に気づいて欲しかったんですよね。観測者がいない世界では、異なる解答が同時期に存在し得るという……。それでも『Ｅｐ３』では最後に凶悪な謎を残しましたが。

(聞き手)今回、新キャラクターがかなり出てきますが、その意図するところは？

トータル的な意図からいうと、クローズドサークルへの挑戦です。クローズドサークルって、登場人物が固定されたら絶対増えないじゃないですか。それが『うみねこ』では、毎回新キャラが出てくる。アンチ・ミステリーの一環ですね。

(聞き手)ワルギリアから始まったベアトリーチェという名前を受け継いでいく制度は新鮮でした。

“ベアトリーチェは継承される”という考えですね。不思議ですね。どういう意味なんでしょう。それはあと１年か２年したらということで(笑)。
魔法バトルの流れは、チェスと同じになっているんですよ。チェスに出てくるチェックメイトの再現ばかりなので、「こいつらチェスで戦ってるんだ」と解釈してもらうのも１つの楽しみ方でしょう。例えば、最初にベアトリーチェが塔を両肩に呼び出したのは、“キングの両サイドにルークがいたら？”という状況の再現です。非常に強力な攻撃が出来るけど、キングは正面ががら空きじゃないですか。だから正面にルークかクイーンを置かれたら、それだけでチェックメイトが成立するわけです。つまり“両肩に塔を置いたら逃げ場がない”ということ。他にも、巨人兵と「戦と死の神」のシーンは、ポーンが一列に並んでるときに、後ろの列をルークとナイトで抑えられたらチェックメイトになることを表しています。

(聞き手)ワルギリアは最後裏切りますが、今までずっと味方してくれていただけに、信じたくない気持ちになりました。

(略)最後だけは幻想とか。劇中の描写が正しいとは限らないので、そこはみなさんに考えてもらいたいです。

『うみねこ』の物語を知ることは、ベアトリーチェが何者なのかを知る旅になるでしょう。

(聞き手)絵羽と桜座について。彼女らは碑文の謎を解いてしまうわけですが、なぜ２人に設定したのでしょうか？

これは苦しいな。ちょっと説明しづらいですね。

※物語的に絵羽にはベアトの犯行を引き継がせる必要がありました。その動機のために楼座にも碑文を解かせたと考えられます。
『Ｅｐ１』は舞台紹介など(『うみねこ』の)オープニングみたいなもので、『Ｅｐ２』では見立て殺人とファンタジーがテーマだった。だから『Ｅｐ３』では碑文の話、つまり、リアルに存在する黄金の話。そういう意味では『Ｅｐ３』は、現実の世界に即したことが多めになっています。

(聞き手)魔女は１９人目に入らないのでしょうか？

魔女は人間ではないので……。「魔女は人数に入るんですか？」という質問自体が、「あなたは魔女を人数に入れたいですか？」という質問にそのまま入れ替わる。魔女がいると思う人は人数に入れる、魔女がいないと思う人は入れなければいいでしょう。

メタ世界の戦人がファンタジーを目撃するようになったというのは、『うみねこ』世界のアンチファンタジーＶＳアンチミステリーという構造を説明する上で、戦人がファンタジーを否定し、議論するために必要だったからです。『Ｅｐ２』ではファンタジー寄りだった秤を、『Ｅｐ３』では人間の側に戻しました。今はちょうど中間の状態ですね。続く『Ｅｐ４』ではこの秤をもっと鎮めて静止させ、最終的には「はい、釣り合いました」という風にしたいと思っています。

(聞き手)戦人の殺人犯を絵羽と明言した理由は？

なぜでしょう(笑)。戦人が死ぬ直前に見たものなので、現実と信じてもよさそうな気はしますけどね。銃を手で撃つという、ファンタジーとは無関係な描写で殺されているので、情報の信憑性はかなり高いと思うんです。

(聞き手)南條殺しの犯人を最後の謎にしたのはなぜでしょうか？

あれはお土産です。これが解けないなら、魔女を認めざるを得ないんじゃないかな。でも、今回は誘導灯をかなり丁寧につけたので屈しないでください。(中略)それでも赤字に隙があるみたいで、色々な方々がそれぞれの方法で抜けてきます。次回はそれもバサバサ刈り取りますよ(笑)。

(聞き手)南條殺しの謎を完全に解明していた人はいましたか？

私の想定していた方法で推理してきた人は、何人かいます。(中略)正解にたどり着くためのルートは、ベアトが配置した赤文字の障害物を回避できるならなんでもいいはずなんです。つまり解法は複数あるべきで、そういう意味だと正解者はいますよ。

(聞き手)(『Ｅｐ４』について)シリーズ内では、どういう位置づけになりそうでしょうか？

出題から解答編に行く、中継ぎ編ですね。物語りも折り返しになって変わってくると思うので、積み残しのヒントや情報がないように、荷物を積んでいかなきゃならないので、少し多めにＴｉｐｓがあります。

■ＥＰ４　真相解明読本(インタビュー抜粋)
(聞き手)今回登場人物が死亡した直後に、Ｔｉｐｓで死体の状況が確認できないのはなぜでしょうか？

これは、「戦人がゲストハウスに閉じ込められている間に、殺人は全て終わっていた」という演出と関係しています。普通なら、最初の殺人が起こると、皆徐々に死んでいくじゃないですか。でも今回は逆で、戦人が状況を認識したときには惨劇が終わっているんです。(中略)これは、出題編のラストを飾るにふさわしいギミックですので、噛み締めて頂きたいです。

(聞き手)大月教授や南條雅行、熊沢鯖吉、川畑船長については？

これらの男軍団は、それぞれのキャラクターに意味があるというよりも、縁寿が彼ら色々な人の話を聞いたということに意味があるんです。

真里亞は、『うみねこ』における大きな構成要素の一つです。『Ｅｐ１』～『Ｅｐ３』においてはそれほど出番がありませんでしたが、『Ｅｐ４』の舞台世界において、ベアトリーチェと双璧をなす、何かしら大きな要素を持っているんです。それが、今回の物語の伏線になっています。

(聞き手)(煉獄の七姉妹について)彼女たちの召喚は、杭がなくとも可能なんでしょうか？

杭があれば人間の姿に具現しやすくなりますが、無くても召喚は可能です。今回の『Ｅｐ４』では、『うみねこ』世界における魔法の定義などについて、かなり詳細に書いているんですよ。これは『うみねこ』の世界構築に魔法というものが大きく関わっているからなんです。

(聞き手)『Ｅｐ３』のラストと『Ｅｐ４』は、繋がっていると考えて良いのでしょうか？

そうですね。雰囲気的には飛び降りたけれど、死ねなくて……という状況です。一応、繋がっているという空気感でお考え下さい。別世界と考えていただいても結構ですよ(笑)。ひょっとしたら、着地しないでそのまま死んでしまった世界もあるかもしれないし。

(聞き手)縁寿が寝具店で見つけたものとは？

それは、「謎を楽しんで下さい」としか言えません(笑)。何を見つけたのかぜひとも悩んで欲しいです。少なくとも「それを見たことによって、縁寿が魔法を理解した」というのは確かです。縁寿にとって、心理的に大きなインパクトを受ける『何か』があったんでしょうね。

(聞き手)キーアイテムのようなものでしょうか？

「物を見た」とは限らないですね。「何かを知った」のです。あー、これ以上はいえない(笑)。

※縁寿は“さくたろうのぬいぐるみ”を見つけたのです。知ったのは“さくたろうが楼座の手作りのぬいぐるみではなく、市販されていたものであったこと”です。

(聞き手)真里亞と金蔵による、(礼拝堂での)テストシーンが描かれていない理由はあるのでしょうか？

これは物語の流れを考えて不要だと考えたからですね。また、何が起こったのか考えて欲しいという意図も込められています。

(聞き手)六軒島で霞が死亡したのは、事実と考えて良いのでしょうか？

構いません(キッパリと)。“１９９８年の六軒島で殺人が起きた”というのは、紛れも無い事実です。

(聞き手)(『Ｅｐ５』について)『ひぐらし』の時のように、明確な解答編になると考えて良いのでしょうか？

『ひぐらし』のときほど明白なものではないと思います。『ひぐらし』のときは明らかに解答でしたから、タイトルも「解」とつけました。『うみねこ』は『Ｅｐ５』から答え合わせが始まるわけではなく、どちらかといえば後編ぐらいのニュアンスなんです。物語の深奥に入っていく意味合いが強いですね。

■ＥＰ５　真相解明読本(インタビュー抜粋)
『うみねこ』はミステリーとストーリーの２つの側面があって、今回はミステリーの方から『詰め』に行きました。流れから言えば、『Ｅｐ６』はストーリーに重点を置いてみようかとも考えています。

ノックスというのはひとつの考え方、方法論を提示しているだけですから、ノックスに沿っていけば謎を解けるというわけでもないんですよ。劇中の言葉を借りると「考えるための杖」なんです。『Ｅｐ５』自体も、『うみねこ』をストーリーで読んでいる人にはピンと来ないかもしれませんが、謎解きの側面から読んでいる人たちから見れば「ここまでの情報量で情報が足りているという宣言」になる得るんです。

『うみねこ』をミステリーとして考えている方にとっては、今回相当面白かったんではないでしょうか。幻想法廷でのやりとりは穴がありながらも、あの議題(犯人の正体)が解ければこれまでの謎もかなり解けると思うんです。逆にこれまでの謎が解けている人なら、幻想法廷の議題になった「ノックの謎」や、「夏妃以外の人物がいかにしていとこ部屋の殺人を犯したか」という謎に至れてもおかしくないんです。

上位世界と下位世界があるとすれば、下位世界の人たちは殺人事件が起きて、ホラーだのサスペンスだのミステリーだのと忙しいことになっています。しかし本来、彼らにとって犯人探しは目的の一つであって、至上目的ではないんですよ。(中略)「犯人を特定して捕まえておけば、これ以上犠牲者が出ないんじゃないか？」という思惑があるから、犯人探しに着手しているだけなんですよね。ただ上位世界における至上目的は、犯人が誰か特定することで、魔女を否定すること。だから下位世界においてあまり重要な目的ではない犯人探しをゲームとして見立てるには、上位世界の目線が必要なんですよ。

ベルンカステルたちがゲーム盤を支配したことには、『うみねこ』の世界を完全にゲームとして捉えなさいというテーマ性が示されているんです。『Ｅｐ５』は見てもらえば分かりますが、死者が出た後に生存者が涙するシーンは、それほど長く描かれていないんです。『Ｅｐ５』では上位世界の目線でゲームが進んでいるので、チェスの駒を取られるたびに泣くのは面倒くさいんです。今回の『Ｅｐ５』をゲームとして楽しむためには、どうしても下位世界の目線ではダメなんです。親類たちが次々と殺されているのに、悲しみに暮れないで犯人を捜すのはズレた話なんですよね。それが不自然にならないように、上層の目が必要だった。だからプレイヤーが交代したわけです。

(聞き手)ヱリカの存在意義は？

ベルンカステルは上位世界の戦人と話していますが、下位世界の人間と会話するためには新しい存在が必要だった。そこでベルンカステルの代理人として、ヱリカという存在が現れたわけです。ただベルンカステルという人物がそのまま漂着しても、それはそれで面白かったんですけどね。

(聞き手)なぜ戦人は今回、ベアトリーチェに加担するようなそぶりを見せていたのでしょう？

このゲームの目的は「魔女幻想を暴いて答えを知って、ゲームを終わらせる」ことなんです。そしてベアトは自分が勝つことを、『Ｅｐ４』のラストで放棄してしまった。ただラムダデルタたちの介入で、このゲームは引き分けでは終わらず、どちらかが勝たなくてはいけない。だからベアトは「自分は勝ちを放棄したから、戦人に早く勝って欲しい」と願っているわけです。戦人は戦いが延々と繰り返されることがベアトの負担になっていることを理解しているので、早く勝って殺してあげなければならないと考えている。つまり変な話ですが、戦人はベアトリーチェに苦しみを与えることが目的ではなく、苦しみを終わらせるために事件の謎を早く解かなければならないんです。(中略)つまり戦人にとってベアトリーチェは憎むべき対象ではなく、早く解放してあげるべき対象なんですよ。

(聞き手)今回ベアトが消えてしまいましたが、それでもゲームは終わらないんですね。

あの世界にいたベアトリーチェという立ち絵のある人格は、クイーンという駒に過ぎない。クイーンが取られてもゲームは終わりませんよね？　クイーンは消えても、ベアトが心臓と称するキングが現場に残っているわけです。そのキングを探り出して詰めないことには、ベアトリーチェの謎を解いたことにはならない。裏を返せば「ベアトリーチェが消えた」ということは、「ベアトリーチェが伝えることは全て伝え終わった。これ以上発言することはなくなった」という見方ができるかもしれません。(中略)『Ｅｐ４』のラストでベアトが全てを伝えきったのは間違いないんですね。

戦人にとって本来ヱリカはどうでもいい相手なんです。ただ、ヱリカと戦うことによってベアトの真相に近づけるなら敵にする意味はある。歪んだ目的ではありますが、ヱリカもベアトの謎を解こうとしているので。ヱリカと戦人とベアトリーチェ、その不思議な三角関係を、三国志に例えたわけですが。

(聞き手)ベルンカステルの目的は？

退屈しのぎでベアトリーチェをやっつけることですね。１つ言えることは、ベアトリーチェの魔女幻想を暴くこと。だからその点では戦人と全く同じなんですが、理由が異なる。ベルンカステルは現在、悪意のある目的で魔女幻想を暴こうとしている。戦人も最初はベアトを憎んでいたけれど、『Ｅｐ４』のラストから『Ｅｐ５』のラストで何かの真相に触れて、別の答えに至ったわけです。そこでベアトに対する悪意や敵意は失われ、彼女のためにも自分のためにも早くゲームを終わらせなければならない。

最上層の戦人は、魔女の代役として連続殺人事件を実行してみせなければいけないんです。なので１３人殺しを、ゲーム上の駒として冷酷に実行するでしょう。１３人の生贄の中には両親や下位世界の自分さえも含まれているかもしれません。ただその殺人事件の作り方が、ベアトリーチェのゲーム盤のルールに従っていることをラムダデルタとベルンカステルが見届ければ「世界を理解していましたね、おめでとう」となるわけです。だから戦人が次回の事件をうまく構築できれば、ゲーム盤はお開きになるんですよ。

(聞き手)事件の謎そのものは、『Ｅｐ４』までの情報を総合すると解くことが可能なんですね。

可能であると断言します。ただしそれは物語中でも言っているように、私が可能だと思っていても、受け手の皆さんが可能かどうかは別の話なんです。例えば作品の中には「誰が犯人で」「何が理由で」「どうやって」というのを隠したつもりでいる。ただ、「何が理由で」という動機は人の心の問題じゃないですか。(中略)中には理解できない人もいるだろうと思います。
『Ｅｐ４』までで解けた人には『Ｅｐ５』は答えで、ギリギリ解けない人にはヒントなんです。これからも新情報は出るかもしれない。でも、それはあくまで追加のヒント程度に考えてもらえばいいです。裏を返せば、それが無くても謎は解ける。既に解けている人には、新事実は確証となるでしょう。

(聞き手)ヱリカの探偵権限は魔法的な力として描かれていますね。

これはミステリーに対する、ちょっとした遊び心ですね(笑)。ミステリー界のお約束に対する、小さな皮肉をゲーム世界風に扱っています。

(聞き手)新しく金文字が登場しましたね。

なぜでしょうね。ぜひ考えてもらいたいです。「金文字とは何か」「どういう条件で使えるのか」「赤文字よりも強いのか」……これらも、「答え」を理解している人が見れば分かります。

(聞き手)金文字は、ゲームマスターのみ使えるようですが…

厳密に言うとゲームの答えを知ったものにしか使えません。答えを知っていれば、ゲームマスターでなくても使えます。

(聞き手)エリカが使えないのは？

真相を知らないからです。ラムダデルタはゲームマスターを退いていますが真相を知っているので、金文字宣言ができるのでしょう。ベアトが金文字宣言をしなかったのは、空気を読めるいい子だったからで(笑)。戦人も最後の最後でドラノールに「赤で否定を禁じます」と言われたので、金文字を使っただけです。

(聞き手)ベルンカステルは全てを知っているのでしょうか？

どうでしょう。少なくとも『Ｅｐ５』での様子を見る限り、ゲームマスターではなく挑む側の立場なので、持っている情報量は戦人とほぼ互角だと思います。

(聞き手)今回、第二の晩の犠牲者が秀吉一人だったり、生存者のその後が曖昧に描写された理由は？

第二の晩については、秀吉が殺された段階でヱリカが全員を招集して謎解きを始めたので、事件が止まってしまっているだけなんですよ。だから実際には碑文の通り、(秀吉と寄り添っていた)絵羽が殺されたのかもしれません。ただ「答え」を知っている人にとっては、第二の晩以降の展開は推測可能なはずです。

(聞き手)今回、『Land of the golden witch』のネタが入っているということですが。

それは絶対言えません!(笑)　確かに『Land of the golden witch』の一番肝になる部分が入っていますが、それは恐ろしいネタで……。そしてそれは、戦人にもヱリカにもベルンカステルにも議題に挙げられていないんですよ。謎であったことさえも気付かないんじゃないかな。

(聞き手)ユーザーの中にネタが何であるか、気づかれた方はいらっしゃいますか？

ゼロです。

(聞き手)そのネタは、事件の謎解きに深く関わっているのですか？

「答え」に至っている人なら大丈夫だと思いますけどね。トリックに気づいてくれたかな……。かなり汚いネタなのでね。

(聞き手)聞き方を変えると、ネタに気づいていない人は事件の真相に至れないのですか？

苦しいですね。『Land of the golden witch』のネタを打ち破らないと、いくつかの重要な答えには行き着けないのは確かですが。ただ、そのネタも本来は使う必要がなかったから、あろうとなかろうと事件の真相には辿り着けるんですよ。ただ、あまりにも毒が強いのでかく乱した可能性があります。場合によっては、ある種の誤解を生じかねないですね。

※本来は同席できない紗音と嘉音が同席していることだと考えられます。実際にそこにいたのは嘉音で、ヱリカは紗音を認識していなかったのでしょう。ちなみに『Episode1 Legend of the golden witch』『Episode2 Turn of the golden witch』『Episode3 Banquet of the golden witch』『Episode4 Alliance of the golden witch』『Episode5 End of the golden witch』『Episode6 Dawn of the golden witch』『Episode7 Requiem of the golden witch』『Episode8 Twilight of the golden witch』各ＥＰの共通部分“of the golden witch”を除いた単語の最初の一文字を抜き出すと“ＬＴＢＡＥＤＲＴ”となります。これを並び替えると“ＤＢＡＴＴＬＥＲ”となります。“Ｄ”はＤｅａｒ(親愛なる)“ＢＡＴＴＬＥＲ”は“戦う者”戦人。つまり“Ｄｅａｒ　ＢＡＴＴＬＥＲ(親愛なる戦人へ)”というアナグラムになっています。ところが『Land of the golden witch』の“Ｌ”をここにいれると“Ｌｏｖｅ　ＢＡＴＴＬＥＲ！(戦人を愛せ！)”か“ＢＡＴＴＬＥＲ　Ｌｏｖｅ(戦人萌え)”になります。イマイチ締まりません。よって『Land of the golden witch』はガセネタであると考えられます。この考え方だと“ウェルギリアス”のラフ画もそのためのギミックです。

(聞き手)(『Ｅｐ６』は)戦人がゲームマスターということで、希望のある話になるんでしょうか？

戦人が物語の世界を完全に理解していて愛があるならば、愛のある話になります。ただ、愛があることと希望があることは別の話。連続殺人が起こるということは、避けようのない事実ですからね。愛があっても殺人は殺人。戦人という初めてのゲームマスターが担当するので、これまでとは違う物語になることは間違いないでしょう。

■ＥＰ６　真相解明読本(インタビュー抜粋)
(聞き手)「愛の試練」を話の中心に据えられたのは、どのような理由からでしょうか？

それを私の口から言うのは非常につまらないことだと思います(笑)。「どうしてこういう物語になったんだろう？」と考えて欲しいですね。

(聞き手)『うみねこ』の物語の中で、重要な要素を占めている感を受けましたが……。

少なくとも、『うみねこ』のエピソードが進むに従って重要な要素がより明らかになっているのだとすれば、恋人たち３組の戦いも重要な何かを提示、あるいは暗示していると言えるでしょう。

(聞き手)その戦いを司る、ゼパルとフルフルについてですが……。

この二人は恋愛を司る悪魔ですし、「物語のテーマの１つは恋愛にある」ということはもうお分かり頂けていると思います。だとすると、ゼパルとフルフルは本編の真相を司る悪魔と言ってもいいですね。あの２人のやりとりは、強烈なヒントや暗示をたくさん含んでいます。

(聞き手)(ヱリカの)恋愛観などが描かれたのは、、先ほどおっしゃった「悪役の魅力」につなげるためでしょうか？

ヱリカというキャラクターは魔女寄りの立場なんですけど、本来ニンゲンなのでニンゲン的な一面を出したかったというのはあります。あと、『うみねこ』のテーマの１つである恋愛について、ヱリカがどう考えているかを説明する意味もあります。「愛なんかあるから、ありもしないものが、視えてしまう」という、愛についての彼女のスタンスを示したかったんです。

(聞き手)今回、戦人は自信たっぷりにヱリカとのゲームを始めました。しかし「皆が死んだフリをしていた」というトリックだと、すぐさまヱリカに追い詰められると予想しなかったのでしょうか？

そこは「なぜ戦人はあのようなゲームを作ったと思いますか？」と私が皆さんに問いかけたい所です。あと殺人トリックについての論戦は『Ｅｐ４』と『Ｅｐ５』で書いてしまっていますから。今回は「犯人が誰か？」ではなく、「話の筋が通るか？」という新しい展開にしたかったため、ロジックエラーを巡る戦いにしたんです。
※“ゲーム盤”の事件の犯人は紗音です。人を殺せるのは紗音のみですので、戦人は紗音に殺人をさせたくなかったと考えられます。
(聞き手)今回ロジックエラーを起こした戦人を救出する方法が、「ベアトの心臓の一端が晒される」ことにつながるという部分に引っかかったのですが……。

その辺りが、ベアトリーチェの真相に関わる大ヒントになっているのではないでしょうか。歯がゆいですね。オフレコならいくらでも言えるんですが(笑)。(中略)(戦人の)救出方法が分かれば、『Ｅｐ１』から『Ｅｐ４』の謎は全て解けてもおかしくないんです。特に今回は、ヒントという名の答えをどんどん出していますので、今までの密室の謎は全て説明できるはずなんです。

(聞き手)今回、「六軒島爆発事件」という言葉が初めて登場しましたね。

確かに言葉としては初めてですが、『Ｅｐ１』のエピローグで“真里亞の死体は顎しか見つからなかった”という表記がありました。また『Ｅｐ４』で、縁寿たちの船が屋敷側の船着場に停泊できなかったり、屋敷が跡形もなくなっていたりしたという描写から、「地形が変わるくらいの何か」があったことは想起できたと思います。

(聞き手)今回「黄金の真実」を戦人が使わず、ベアトリーチェ(姉)が使った理由は？

私としては「誰が使った」ではなく、「どういう条件下で、何を意味して使ったのか」ということを探ってほしいですね。「黄金の真実」と「赤き真実」の成立条件の違いを考えて欲しいです。(中略)ルールを理解していれば「黄金の真実」は誰にでも使えるもので、究極的にはゲームの「駒」でも使えるものなのです。だからベアトリーチェ(姉)も使えたのでしょう。

「推理して自分の答えを出した！」という方に「これが真相です」と具体的に犯人やトリックを全部見せたら「俺が推理した努力は何だったんだ！」ということになるので、自分で答えに辿り着いた人と、辿り着いていない人に、ギリギリの差異を与えたいんです。

■ＥＰ７　真相解明読本(インタビュー抜粋)
(聞き手)真相が描写されていても、今までは幻想描写もあったので、ファン的には、「これは本当のことか？」と疑ってしまう部分があるのではないでしょうか。

そこで、なぜ戦人ではなくウィルに探偵役を与えたのかってことに繋がるんですよ。(中略)『うみねこ』ストーリーの答えあわせには、事件にまったく関わっていない人物が必要だってことで、急遽、ウィルって登場人物が必要になったんです。(中略)『うみねこ』には『赤き真実』がありますから、探偵役が赤文字で喋りまくれば良いじゃないかとも思われるかもしれませんが、先程申し上げました通り、赤で、すべてを言ってしまったら、考えていない人にも解答が分かってしまう。だから、赤き真実は使わずに、それでいて戦人より信用できる人物に語らせたいということで、ウィルという登場人物が出てきたんです。

(聞き手)ウィルの名前の由来は、小説家であるヴァン・ダインの本名、ウィラード・ハンティットン・ライトから来ているんでしょうか？

はい、そうです。オマージュでお名前をお借りしました。

(聞き手)ウィルと理御が物語を解明する役ということは、彼らが言っていることは真相と思っていいんでしょうか。

ウィルと理御のような信頼性の高い登場人物が口にすることが信用できないなら、もう誰の言うことも信用できないんじゃないですかねぇ(笑)。

理御は性別不詳ですね。

クレルってミステリー漫画における、「全身黒タイツの男」なんですよ。犯人がわかっていない時、犯人の再現シーンでいつも全身黒タイツの男が出てくるじゃないですか。あの黒タイツの男がクレルなんですよ。だからクレルは「人」じゃなくて「unknown」、ゲーム風に言うと「あやしい影」なんです。

※あれは“黒タイツ”ではなく“黒塗り”なのだと思うのですが…。

(聞き手)今回、クレルが語る場所は劇場だったわけですが、劇場という場所に意図はあったのでしょうか。

これまでのエピソードには、観測者、観劇者という言葉がたくさん出てきます。彼ら……ベアトリーチェのようなゲームの駒としての魔女ではなくて、フェザリーヌのような本当の意味での魔女たちから見ると、この世界はお芝居を見ているように見えるわけです。それならば、彼らは劇場で見ているのがふさわしいだろうと、劇場舞台の絵が出てきました。

(聞き手)ベルンカステルがクレルのハラワタを切り裂いたシーンでは、実は金蔵のほうが黄金を奪おうとしていましたが……。

ねえ、なんでしょうね、あのシーンは(笑)。私なりのちょっとした最後の一捻りのつもりです。これまで見せてきたものが真実とは限らないよ、みたいな。何しろ、金蔵と初代ベアトリーチェの過去のシーンは、金蔵の口から語った金蔵ロマンス、要するに金蔵目線の物語なんで、金蔵の都合のいいことしか言っていない可能性があるわけです。『Ｅｐ７』っていうのは、限りなく答えに近いことを書いておきながら、最後の一点でその答えを拒否できるようにもしてあるんです。

ベルンカステルは「これはすべて真実」と言いましたが、セリフの途中で縁寿の悲鳴によってかき消されています。ひょっとするとベルンカステルは「これはすべて真実……だったらいいなぁ」とか言おうとしていたのかもしれません(笑)。

(聞き手)お茶会と裏お茶会での描写は、本編ではないから怪しいと見る向きもありますが。

あまり本編だからお茶会だからっていう区別はしていないですね。本編とお茶会と裏お茶会と、ストーリーが三区分になっているだけでお茶会であるから何かっていうことはないですね。

(聞き手)裏お茶会でフェザリーヌが眠りにつきますが、このシーンはどういった意図で描かれたのでしょうか。

この物語で、私なりに辿り着いてもらいたい真実とその情報の開示が終わったということが暗に描かれています。(中略)この物語のテーマは既に語り終えたという、１つの表現ですね。

(聞き手)ヤスの動機は『Ｅｐ８』で明言されるのでしょうか。

『Ｅｐ７』までで充分だと思いますし、『Ｅｐ７』で分からない方には、クレルの言葉にもあったように「それ以上説明を重ねたところで分からないだろう」と思います。

(聞き手)(ヤスは)「戦人に自分のホワイダニットを推理してもらいたくて犯行を起こしている」という説もあるようですが……。

いい解釈だと思います。以前、少年が非行に走る理由のほとんどは、自分に関心を持ってもらいたい、自分のことを理解してもらいたいというある種のサインから、非行が始まるという説を聞いて、なるほどと思ったことがあります。何かで読んだ話ですけど、犬が吠えたり噛んだりするのは、犬が自分に関心を持って欲しいから飼い主に対して反抗するんですよね。(中略)ベアトリーチェが予告状を出したり、色んな事件を起こすのも、誰かに自分の事件を解いて欲しいからっていう可能性はありますね。きっと、戦人が戻ってきたら出題したいと思って、彼女は６年間ずっと、密室トリックとかを考えていたんじゃないですかね(笑)。
(聞き手)ヤスの同僚、先輩たちが、煉獄の七姉妹と同じ容姿だったことに意図はあるのでしょうか。

意図を感じ取ってもらえると嬉しいですね。ロノウェとかワルギリアみたいな幻想の住人が、実際に出てくる使用人たちとキャラクターにリンク性があるのと同じように、煉獄の七姉妹にもリンクがあったんじゃないかと考えてもらうのは、いいと思います。

ワルギリアと熊沢がリンクしているのも、ヤスにとって熊沢が母のような先生のような存在だったから、あのように想像したってことですね。ヤスは凄い想像力のたくましい子ですよね。
■ＥＰ８　真相解明読本(インタビュー抜粋)
(聞き手)最後に縁寿の目線で物語を作られたのはなぜですか？

「この物語の結末は、読者のあなたが決める」という形にする場合、謎の渦中にいる人よりも、謎を傍観しているというか、俯瞰視点から描くのがふさわしいと思ったんですよ。そういった条件を満たしているのが、未来から過去を振り返っている縁寿なんです。

(聞き手)戦人にとって、物語はどういうものになったのでしょうか？

戦人自身は、『Ｅｐ４』～『Ｅｐ６』あたりで真相に至っているんですよ。しかし、その答えを誰にも言わない。

(聞き手)『Ｅｐ８』ではファンタジックな描写が沢山出てきましたが、今回登場した幻想世界の描写についてお聞かせ願えますか？

広大な虚無の海の中に、可能性や幻想、妄想の数だけかけらが浮いていて、そのかけらが島や領地と呼ばれている。『ＯＮＥ　ＰＥＡＣＥ』で言うところのグランドラインみたいな感じですか(笑)。なんともいえない不思議な空気感がありますね。そこに世界政府ならぬ元老院と呼ばれる組織が存在する。組織に関しては、謎めいた雰囲気を楽しんでもらえるだけでいいかなと思いました。

(聞き手)図書の都で、縁寿が去った扉を閉じたあと、絵羽はどうなったんでしょうか？

絵羽と戦人は黄金郷に入るわけにはいかないんですよ。なぜなら２人は六軒島から生還しますから、２人にしか猫箱の扉は閉じられない。扉を戦人と絵羽が閉じたのは、２人が生還したことの暗喩……と私が言ったら暗喩にならないな(笑)。

何かから縁寿をかばっている味方とも思えるようにもしたくて『Ｅｐ８』の魔女エヴァを描きました。(中略)絵羽は真相を知っていたのか、知っていたならなぜ縁寿にそれを伝えず黙っていたのかという所から見えてくるものがあるんじゃないでしょうか。

本当は、理御とベアトは一緒に存在してはいけないんですけれど、『Ｅｐ８』は大団円の話なので、ご都合的でもいいからこれまでに登場した駒を集合させたいっていうのもありました。

(聞き手)読者が考えて参加するシステムなどを組み込んだ理由はなんでしょうか？

最後くらいユーザー自身が直接関わってもいいんじゃないかと。今回は最後の運命の選択を、ユーザーに委ねたかったんです。

(聞き手)留弗夫が臭わせていた戦人についての謎が遂に明かされたことで、ひとつすっきりした感じがしました。

あの留弗夫のセリフは直接本編に関わる要素ではなく、推理をミスリードさせるための１つの罠ですね。『Ｅｐ５』に出てきた１９年前の男の正体は自分だという戦人の推理は、そのミスリードに基づく仮説のひとつですから。議論が広がるようにするために配置したんです。

(聞き手)留弗夫が語った戦人の出生は、そのまま真相であると受け取っていいんですか？

まあ、留弗夫がああ言ってるんだから、信じてあげていいんじゃないですか。留弗夫が最後の最後まで嘘をついていると考えるなら、疑ってもいいんですけど(笑)。

(聞き手)元々選択肢を登場させたのは、最後の「手品」か「魔法」かの選択肢を出したかったということですが。

最後にユーザーの心の持ちようを聞いて、ユーザーに合わせたエンディングを見せたかったんです。また最後の最後に今一度考えて、悩むことを楽しんで欲しかったんですよね。どちらがトゥルーエンドかは、私からは明言しません。まあエンディングの長さも違いますし、スタッフロールが出るか出ないかの違いですぐ分かるんですけどね(笑)。

(聞き手)手品エンドは、『Ｅｐ６』のあとの話ということになるんでしょうか？

正確には『Ｅｐ６』を途中までなぞった分岐世界ですね。あそこで縁寿が六軒島に行ってしまうと霞が待っていて『Ｅｐ６』の話になるんです。

(聞き手)一方の魔法エンドですが、物語の中で縁寿を、元のままの戦人と再会させたいとは思われませんでしたか？

いや、可哀相なことに「絶対に戦人は帰ってこない」と、随分前から赤字で宣告して決定していますから。会わせてあげたかった気持ちはありますが、あの赤字のせいでどうにもなりませんでした(苦笑)。『Ｅｐ８』での２人の再会は、あの赤字にギリギリ抵触しない範囲で書いたという所ですね。戦人の体は帰ってきたかもしれないけど、戦人という個人は否定されている状態なんですね。なので、彼は戦人としては振舞っていないし、自分でも戦人であることを否定していますから。

(聞き手)戦人と幾子について「結婚はしていない」というセリフがありましたが、２人はどのような関係だとイメージされていますか？

かなり初期のプロットでは、あの２人は入籍したことになっていたんです。「忙しくてなかなか式はできないんですが、籍は一昨年に入れて」というように書いていたプロットをスタッフに見せたところ、一部の女性スタッフたちから「ショック！」「戦人は清いままでいてくれなければ駄目だ、戦人を守らないと駄目だ！」と叫び出しまして(笑)。その反応を見て２人の関係について触れるのはやめました。

※『機動戦士ガンダム 逆襲のシャア』でも、当初の設定では主人公のアムロは結婚していたそうですが、女性スタッフから「結婚しているアムロなんて見たくない」という声が挙がり、設定変更されたそうです。いつの時代も女性の言うことは同じです。

１５等分されたケーキから２つのアーモンドが出てきたということは、もしかしたら「全部にアーモンドが入っていた」とも考えられる。そう仮定した場合、今度は「アーモンドを当てたのに申告しない理由は？」などと考えたり。
(聞き手)入館証については？

縁寿が持っていた1個はともかくとして、もう１個はいつの間に紛れ込んでいたのかは謎ですね。答えを言っちゃうと簡単なんだけど。(中略)大して面白くない答えなので伏せておきます。単純なので考えてみてください(笑)。
(聞き手)『Ｅｐ８』の物語全体がフェザリーヌによって書かれた物であるという解釈は可能ですか？

そういう考え方もできますね。フェザリーヌはあの世界における神、世界の執筆者に限りなく近いんです。だからフェザリーヌが登場人物の中で最強に近いのは間違いないですね。それと同時に結構恥ずかしいヤツなんですよね。自分の作品に自分を登場させて「俺、超強ぇ～！」と書いているわけですから(笑)。

(聞き手)そういう目線で見ると、フェザリーヌとラムダデルタの戦いは面白いですね(笑)。

自分がラムダデルタをやっつける展開にする、でもどうやってラムダをやっつけるか分からないから、とりあえず「倒した」だけ書く。このシーンは不思議と『ジョジョ』っぽくなってしまいました(笑)。実際には「誰があの世界をライティングしているのか？」という主観の問題になるんですよね。そこまで考えながら読んでいる人は、少ないと思いますけど。
(聞き手)そもそもフェザリーヌとは、どういう存在なのでしょう？

『Ｅｐ６』のＴｉｐｓで、フェザリーヌが「生き死にを繰り返している」とあったのは、フェザリーヌが駒だった頃、自分たちも誰かにライティングされている登場人物であるという事実を知り、自由意志として信じて疑わなかったことが、誰かにライティングされている物だと気づいたために死んじゃったんですよね。でも彼女は、自らもライターとなって帰ってきた。そして恥も外聞もなく、自分の作品の中に自分を描くことで真の自由意志を得た。彼女は今、リレーマンガのような世界にいるのかもしれないですね。自分のキャラは自分で書くけど、それ以外は複数のライターが書いているような世界に存在しているのかもしれません。

自分(作者)の望まないような展開やキャラクターは生まれてこない、造物主というのは何でも生み出せるが故につまらない生き物ですよ。人間は、自分が誰かの作品の登場人物であることすら自覚しておらず、自由意志によって行動していると信じているので、一番気楽な存在です。魔女というのは、「自分たちは、誰かの創作物じゃないか」ということに気づき始めていて、なおかつ異なる創作物を閲覧できる立場にいる者で、上に行けば行くほど執筆者の立場に近づいていき、本当に執筆者の域まで到達すると終わってしまう。真里亞が「原初の魔女」と呼ばれた理由は、飽きることなく、ゼロからドンドンとアイデアや世界を膨らませていけるからなんです。

ベアトリーチェが「宇宙は２人いないと生み出せない」と言った理由は、相手が書いたものにインスピレーションを受けて、自分も世界を膨らませる。それを見た相手がまた感銘を受けて膨らませ、相互に共鳴させるということです。もちろんこの関係は、もっと大勢の人がいた方が、より豊かに膨らみますけどね。これが魔女の世界独特の世界観で、この世界のファンタジー面を支える設定になります。

(聞き手)『Ｅｐ６』で戦人が自分好みのベアトリーチェを書いていましたが、自分に都合のいい発言ばかりになって幻滅するというのも、それに当てはまるのでしょうか。

その通りです。ゲームマスターになれば思い通りのベアトリーチェを作れるけれども意外性がない。ゲームマスターだからこそのジレンマですね。戦人はベアトリーチェのことを人間として見ていて、駒とは見ていなかったんです。

あの世界では「受け取る人の数だけ真実がある」とさんざん言ってしまっているので、正解、本当の真実という意味の『一なる真実』という造語が必要になってしまったんです。本来は「真実」という時点で本当のはずなんですけど(笑)。そして『一なる真実』という単語を理解しやすくするために「真実を知っている絵羽が記した日記」というビジュアルで象徴化したんですね。

フェザリーヌが赤文字で「一なる真実が書かれている」と保証しているので、この赤き真実を信じないとなると、僕には何も出せないんですけど(笑)。
(聞き手)どうして明確な謎解きを出さなかったのかをお聞かせ願えますでしょうか。

それは、この作品が議論して楽しむゲームだからです。ゲームである以上、挑戦した人だけ、議論をして色々な情報を集めた人だけがゴールに辿り着けるようにしたかったんですよ。これこそが『うみねこのなく頃に』がゲームである理由です。(中略)今後も「真相はどこかに書かないんですか？」といった内容の質問を受けると思いますが、一切触れないことが真剣にプレイしてくれた人に対する一番の恩返しになると思っています。

(聞き手)『一なる真実』はそもそも存在しないという見方もあるようですが？

僕としては一応用意はしてあります。ここは赤字にしてもらっても大丈夫です(笑)。

(聞き手)『うみねこ』の物語を作るにあたり、意識したミステリー作品はありますか？

「孤島に閉じ込められる」というクローズドサークルが題材なので、やはり『そして誰もいなくなった』などアガサ・クリスティの作品や、ダンテの『神曲』などをイメージしています。

(聞き手)「謎解きをしないミステリー」として意識した作品は？

その点では、上手に模倣はできなかったんですが『ブレア・ウィッチ・プロジェクト』がイメージにありました。あと意識したものとしては『瓶詰地獄』がありますね。

(聞き手)『虚無への供物』はどうですか？

名前は知っていましたけど、参考にはしませんでした。あの作品と『うみねこ』では、アンチミステリーという言葉の捉え方が大きく異なりますので。

(聞き手)竜騎士０７さんにとってのアンチミステリーとは、どういうものでしょう？

抽象的ですが、まず「考えると解くことが可能であるもの」がミステリーなんです。これの対義語で「挑んでも解けない、だから挑まない」というのが私の定義するアンチミステリーですね。(中略)書き手が「ここまでで答えが出ているから、答えが分かります」といっても、読み手が「情報が足りないから、解けるわけがない」と感じてしまったら、それはアンチミステリーなんです。
■【うみねこ対談】　考察本制作発表記念(抜粋)　
六軒島に真実は1つしかありません。ところが、物語のいろいろな部分が空白になり、見えなくなっています。例えるなら、昼のワイドショーやクイズ番組などでよく見かける「正しい文章のいたるところが「？」のテープで隠されたボード」みたいな感じですよ。正しい真実は1つしかありませんが、いろいろな箇所にテープが貼られて読めなくなっています。読めない箇所に「？」と書いてあるならばまだよいのですが、卑劣にもテープの上に他のことが書いてある。しかも酷い箇所になると、テープが貼ってあること自体もわからないという。

『うみねこ』は相反する2つの世界を相互に理解しないと、物語の半分しか読めないということになるのです。「ミステリーとファンタジーは同時に存在しうる要素」ということを理解しないと、受け取れる情報量は半減してしまいます。

『EP2』序盤には、“ベアト”が“真里亞”のマシュマロを、“楼座”の目の前で直すシーンがあります。目をつぶっていた“真里亞”の視点からは、魔法で直したのか、もう1本をポケットから出したのかわかりません。一部始終を見ていた“楼座”が空気を読んで「魔法で直した」と言っただけなのかもしれない。どちらにしろ“真里亞”にしてみれば「直ったマシュマロを手に入れた」という「結果」には変わりがないのです。つまり重要なのは「過程がどちらでも結果は共通している」という点。他のシーンでも同じです。部屋内で“朱志香”と“嘉音”が魔女たちに襲われて殺され、“嘉音”の死体が消されたという「ファンタジー描写」と、部屋内に“朱志香”の死体だけが残されている「結果」は一致しています。ミステリーでもファンタジーでも同じ結果になるというのは大きなポイントですね。これが『EP2』でした。ところが『EP3』はもっと極悪になっていて、ファンタジー描写と「結果」が一致していない出来事が発生し始めました。第1の晩で死亡した6人は、ファンタジーパートで殺された場所とは別の場所で発見されています。“熊沢”なんて雨の中、戦ったのですから、死体は濡れていて泥まみれのハズ。でも現実パートではそのような報告は一切ありませんでした。これは『EP2』よりも、現実が魔法で塗りつぶされてわからなくなっているということなのです。

当初から「解くべき問題は犯人やトリックだけとは限らない。あらゆることが考察の対象になりうる」ということは宣言させてもらっているので、いろいろと考えて真相を探ってほしいと思います。ちなみに私は二重に隠すことが大好きです。人間は1つの真相にたどりつくと、それで満足して考えなくなる癖がありますよね。まさかその真相のさらに先に、本当の真相があるなんて思わないでしょうし。

本当に赤字というのは不思議です。あれだけ“ベアト”が「信じろ」と言っている要素ですが、それさえ疑うことすらもユーザーの目線としてはおもしろいと思います。しかし赤字さえ信じないスタンスというのは、かなりツライでしょうね。やはり赤字は強力なヒントですから。赤字さえ信じない人は、物語の構築が非常に困難になることは間違いありません。

結局のところこの世界のゲームマスターが“ベアトリーチェ”であることはほぼ間違いないと思われるので、彼女の思考や目的を探ることは『うみねこ』世界の行く末を探る上でおもしろいアプローチだと思います。そう考えると、物語中の不可解な要素のいくつかが説明できるかもしれません。それこそが“ラムダデルタ”がよく口にする「隙」なのかも。“ラムダデルタ”はその「隙」にご立腹ですが。

“ベルンカステル”と“古手梨花”の容姿は似ているので同じキャラと考えることもできるかもしれませんが、“ラムダデルタ”と“鷹野三四”なんて容姿が全然違います。同じなのは髪の色と前髪の形、瞳の色くらいです。

2人の魔女がどのような位置づけで参加しているのかについて、考えてみてもよいと思います。ただ1ついえることは、彼女らはゲームのプレイヤーではない。プレイヤーは“ベアトリーチェ”と“戦人”であって、2人はどちらかというと見ているだけの閲覧者。閲覧者がサッカーのサポーターのような立場で、好きなチームを応援しているだけです。

著者不明ですが『EP3』の死者のTIPSは、いろいろ殺人のルールが面倒だとボヤいていますよね。「そもそも、何で碑文にそわなきゃならないの？」と著者自身も思っているようです。碑文の謎が解けたら殺人をやめるようなことも、魔女の手紙には書いてありました。殺したいから殺しているはずなのに、なぜ中断する可能性を残しているのか……。

犯人というのは『うみねこ』の場合、「個人」ではなく「現象」ととらえてもよいでしょう。“ベアトリーチェ”が一個人だとは、ひと言も書かれていませんからね。『EP1』の裏お茶会で語られたとおり、“ベアトリーチェ”は擬人化されたルールの可能性が高いわけなので。くれぐれも「“ベアトリーチェ”＝誰か」とは限らないので注意してください。彼女は「現象」かもしれないし、「複数人の意思」かもしれない。あるいは「偶然」かも。“ベアトリーチェ”を構成するルールがわかれば、もうこの世界はかなり紐（ひも）解けます。

『EP4』のラストバトルはシンプルかつ致命的。本当に強力な攻撃は一撃で効きます。“戦人”も“縁寿”もまとめて「はぁ？」と言わせますよ。

■【うみねこEP4対談】　電撃オンライン(抜粋)

碑文はひょっとすると、金蔵がよく言っているところの天文学的確率。「こんなふざけた暗号が解けるわけがない。それでも解けるヤツが現れたら、それは奇跡だ」という意味があるんじゃないでしょうか。もしも金蔵が誰にも黄金を渡したくないのだったら、隠し場所なんか内緒にしておけばいいだけの話なんですよ。それをわざわざ碑文にして誰にでも見られるようにしているということは、「自分の黄金と財産は誰にも引き継がないつもりだが、もしも誰かが謎を解くような奇跡が起こったら、譲ってやろう」というメッセージに見えなくもないですね。

(ＫＥＩＹＡ)縁寿が『EP3』では戦人を「兄さん」と呼んでいますが、『EP4』では「お兄ちゃん」になっています。これを不思議がる人は多いと思うのですが、どのような意味があるのでしょうか？

『EP3』における縁寿は、戦人がいない世界で12年間生きてきた縁寿です。だから頭の中が成長しきって18歳になっているわけです。だから「お兄ちゃん」ではなく、他人行儀に「兄さん」と呼ぶように切り替わっていたのです。ただ、いざ目の前に12年前の姿の戦人がいる以上、縁寿は12年前の縁寿であるべきなんですよ。そうすると、兄に対する2人称は12年前のものに戻ってしかるべきなんです。もしも戦人が12年後の姿、つまり30歳の戦人だったら縁寿の2人称は「兄さん」のままだったでしょうね。
(ＫＥＩＹＡ)真里亞の魔法に邪悪な面があったという部分ですね。これは非常に意外な要素で、これからの話を考えていく上でもものすごく大事なことだと思っています。これは最初から『EP4』で明かす予定だったのでしょうか？

『EP4』までの出題編の中で、描いておきたかったテーマの1つですね。物語の世界観を示すうえでも大きなヒントじゃないかと思います。……うーん、ちょっと言いにくいですね。

物語の世界観を素直に受け取るならば、ベアトリーチェ足りえる要素として、真里亞との出会いなくして今日のベアトリーチェはありえないということは間違いないわけなので。ベアトリーチェにとって真里亞は無視できない存在であり、そして今日のベアトリーチェを構築するうえで欠かせない要素であったことも間違いないわけですね。だから物語のテーマを見る限り、真里亞とベアトリーチェの出会いには、少なくとも86年世界において何らかの化学変化を起こしたことは間違いなさそうな気がするような今日このごろです（笑）。

『うみねこ』というのは、“アンチ”ミステリーという側面があって、ミステリーでは本来やってはいけない作法をいくつもやりながらも、でも同時に“アンチ”アンチミステリーという側面もあります。ミステリーとしての作法を無視した世界をミステリー足らしめるという、不思議な世界観。それらの融合が化学反応を起こしたらおもしろいなと。

(ＫＥＩＹＡ)『EP3』といえば、ゲストハウスから自然に人が消えていきますよね。あのストーリーはおもしろかったです。『EP4』の“譲治は階段を下りていない”という赤字で、これまでに執筆してきた推理を斬り捨てられてしまってショックでした。もう一度考え直しです。

(竜騎士07)階段を下りていないということは、窓から出たとしか考えられない。では譲治が外に出たあと誰が窓の鍵をかけたのか？　2階の窓に鍵をかけられる人間は、戦人か南條か。考えたくはないけれど朱志香や真里亞も考えられる。とりあえず窓から飛び下りたことが確定だとすると、絵羽は本当に譲治と会っていない可能性がある、みたいな。いやー、あのあたりのロジックはおもしろいですね（笑）。

(ＫＥＩＹＡ)(『Land of the golden witch』について)今発表したとしても、これまでのシナリオのなかで最高の難易度になるのでしょうか？

うーん。今の段階だと、ヘタすると思考停止どころか、真相だと思われかねません。『ひぐらし』で例えれば、『目明し編』のない『綿流し編』みたいな。「魅音が犯人なんだ」で終わってしまうくらい致命的です。

私のやっている密室はかなりシンプルな部類です。おおむね1種類のキーワードで、統一性があって解けるようには作ったつもりなので。

どうしてベアトは甘いのか、何をしたいのかを探るには、チェス盤をひっくり返して考える必要があるでしょう。『EP1』の時点では“犯人は連続殺人か見立て殺人がしたいらしい”としか思えないから、チェス盤をひっくり返してもピンとこないけれど、『EP4』までの世界観をすべて足したうえでチェス盤をひっくり返してみると、そろそろ何かが薄っすらボンヤリと見えてくるのではないかなあ。

物語の世界観を薄っすらと見ていくと、なんとなく何かの輪郭が見えてくるようには作っています。例えば“実は譲治と紗音の婚約は右代宮家の財産を乗っ取るための偽装で、2人とも全然恋愛感情がない冷酷な仕事人だった”みたいな設定は隠していないです。今見てわかるような世界観で、作っているような作っていないようなウッヒッヒッヒ（笑）。みんなを騙（だま）せたら幸せです。

私が『うみねこ』で目指しているところは、とんでもない荒唐無稽（こうとうむけい）な異常殺人を、できれば最終的には人間の心と気持ちとちゃんとしたトリックで、すべて筋が通るように説明したいと思っています。

■最終考察　うみねこのなく頃に(対談抜粋)

ＥＰ５はエグい仕掛けがあって、ある種の核心まで至っている人ならば引っかからないと思うのですが、核心に至っていない人が見ると「アレ？」と思われてしまうでしょうね。

ＥＰ５から、これまでとは角度の違うヒントが出てきます。これまでのベアトリーチェというのは「ヒントレベル１、レベル２、レベル３」のように、徐々にヒントは増えていてもすべて同じ角度からのヒントでした。

コミックやアニメの『うみねこ』を監修していると、私たちでさえ「ＥＰ１でいきなりこんな重大なことを書いてたのか！」と、伏線のあまりのヤバさにビビることがあります(笑)。だからＥＰ３や４をプレイした後にＥＰ１や２を読み返すと、見えてくるものの印象がかなり変わると思いますよ。

読み手の受け取り方次第で、ミステリーにもファンタジーにも読める物語を目指しています。「ミステリー＆ファンタジー」とでもいいましょうか。ただ、根本にあるのは『ひぐらし』と同じで、「エンターテインメント性」ですね。

ＥＰ４で確固たる答えにまで至った方ならば、ＥＰ５は相当エグいですがたぶんあっさり分解できます。でも迷っている人は、とある罠にコロッと引っかかってしまう可能性が高い。(中略)それらも、あまり伏線としてハッキリは書いていないですけどね。そこを留意してきた方は引っ掛かり、逆にスルーしていた方は引っ掛からずに素通りするでしょう。『うみねこ』世界には大きなルールがいくつかあって、そのルールのうちの複数個が分かっていないとＥＰ５には切り込めない。

ＥＰ５は「ミステリーＶＳアンチミステリー」という要素も強く出てきます。(中略)実は「アンチミステリー」要素はまだ登場させていませんでした。(中略)今度は明らかに「ミステリー」という刃があり、そしてそれに対する明白な「アンチミステリー」という刃が登場します。

ＥＰ５はお蔵入りさせた『Land of the golden witch』のギミックをいくつか取り入れ、２７０度のカーブがあるような凶悪な難易度になっています。
(ＫＥＩＹＡ)物語の見せ方で、当初の予定と大きく変わったものはありますか？　以前「金蔵の生死はＥＰ５以降で明かす予定でした」と仰っていましたよね。

はい。その予定でした。ＥＰ３で親切にナビゲーションした結果、ＥＰ４発表前の段階で、金蔵の生死について確定的見解にまで辿り着かれてしまいました。(中略)それで「もうＥＰ５までは引っ張れない。ＥＰ４で公開しよう」と判断しました。
「赤字がないからＥＰ１は一切信用できない」と思う人もいますからね。ＥＰ１はファンタジー描写が最も少ないので、(ＥＰ１～４の中で)一番信用できそうなシナリオなのですが……。

私はミステリーの楽しみ方というのは、「読者と筆者のガチンコ対決」であり、同時に「思考ゲーム」という側面もあり、さらに「エンターテインメント」でもあると思っています。

(ＥＰ１について)孤島の館で人が次々と見立て殺人で殺されていき、落ちがボトルメールで届くのですから、『そして誰もいなくなった』のオマージュに決まっていますよね。

(ＫＥＩＹＡ)最後に夏妃が銃で死ぬところも重なっているように感じました。

『そして誰もいなくなった』を知っていれば１発で分かりますね。

(ＥＰ１の園芸倉庫の６人殺しについて)引田天功などの大掛かりな水中爆破脱出マジックなどでは、やたら厳重に鎖で縛って何重にも鍵をかけている最中には、本人はすでに安全な場所にいることが多いと聞きますよ(笑)。だからあのシーンでは２個ではなく１００個の鍵が付けられたとしてもあまり違いはないのかもしれません。

「主観が信用できるかどうかさえ分からない」という世界観だからこそ赤字が必要なのです。裏を返せば赤字があるからこそ「主観異常」が許されるわけですね。

基本的に外から施錠する仕掛けが用意されていない限り、鍵なしでは外側からは施錠できないです。また屋敷には外から施錠できる窓も基本的に存在しません。
作者の立場になって赤字システムを理解すれば、赤字はどのように使うべきなのかが良く分かりますよ。当たり障りのないように使い、「確かに真実であるにもかかわらず、いかに曲解させるか？」というのがポイントです。まるで詐欺師のような感じですね(笑)。
「確かに赤字でいえる真実だけど、巧みに逃げている」みたいな部分がたくさんあります。真相が分かってから改めて赤字を読み返すと、私が赤字をまるで契約書のように気を遣って書いていたことが分かると思いますよ。

赤字には明らかに推理の誤誘導を狙った「赤字では言えるけれど、争点でも何でもない」みたいなことも含まれていますし、「上手い言い方」というのもあります。さらに物語自体が、論点をそらすために誤誘導されているケースもありますから、まだまだ存分に推理を楽しんでください。

(ＥＰ３の絵羽について)最後に戦人を撃ったことはほぼ確定的事実なのですが、それ以外についてはまだ分からないですよね。確かに劇中の戦人の推理で、いくつかの事件については絵羽を犯人にすることで説明できると言い切られていますが、それですべての事件の筋が通ったわけでもないですから。またファンタジーサイドのストーリーでは、途中でエヴァがベアトリーチェから犯人を引き継いだかのような描写があるわけで。そこからミステリーサイドのストーリーを想起すると、まるで途中から犯人が交代したかのような印象も受けますからね。

ＥＰ３や４を見る限り、明らかにベアトリーチェは戦人に解いてほしいと願っている。(中略)ベアトリーチェは少なくともこの謎に挑んでほしいと願って出題しているのは間違いないので、どういう気持ちがあるのかを考えてもらいたいです。何しろ究極の完全犯罪は、誰にもバレないように森の中などでひっそり行うことですから。ベアトリーチェはこの事件に何を求めて、何のためにやっているのか……。

現時点(ＥＰ４まで発表済み)でも、ＥＰ１に遡ると意味が分かることが多いですからね。でもまだＥＰ１には、開けられない宝箱がいくつか用意してありますよ。ＥＰ５、６、７辺りをプレイしてからＥＰ１に戻ると「これ核心じゃん！」「紙一重じゃないの！」みたいなことを思ってもらえるのではないかなと。
(聞き手)アニメ版や、コミック版の『うみねこ』でも「推理する楽しさ」というのは味わえるのでしょうか？

もちろんです。その辺りはとても厳しく監修しています。『ひぐらし』では表現的な問題もあり、「どうぞご自由に」という部分もありました。しかし今回は「誤解のない表現」に関しては相当厳しくチェックしているので、推理ももかなり楽しめると思います。

(ＫＥＩＹＡ)そうすると、例えばアニメしか見ていない人でも推理は可能ということでしょうか？

アニメと原作ではやはり情報量に圧倒的な差があるので、「ヒントの量」だけから言ったら原作を遊ぶのが一番でしょうね。ただ先ほども言ったように映像と文字のミステリーでは伏線の注目度が違うので、原作では気にならなかったのにアニメでは非常に違和感を感じる箇所なんてのもあるかもしれません。それで原作に戻って同じシーンを読み返すと急に不信感が沸いてくるケースなんてのも……。逆も然りで、映像では何も感じなくても文字で読んだら「なぜここは表現が厚いのか？」と感じる人もいるかもしれない。だから複合的に見たほうが、何かの役に立つかもしれませんね。　
『うみねこ』のエグいところは、各ＥＰが同じ鍵で解けるとは限らないところです。だから例えばＥＰ１で至った推理がＥＰ２では成り立たないということがザラにあります。それでも全部の答えが分かってしまえば、串は通ります。

どれか１つのＥＰをプレイしただけでは真相が解けない物語であることも大事なんですよ。全ての物語情報を集めなければ、本当の答えには行き着けないわけなので。だから「ＥＰ４だけプレイして真相が分かる？」と問われれば答えは「ＮＯ」。ＥＰ１～４までの全情報を持つべきです。

ＥＰ２で楼座が言っていました。「死体が出ない限り誰も信用できない。信用できるのは自分と死体だけ」と。これは事実です。生死不明である限り、その人物は常に犯人の可能性があります。(中略)行方不明者というのは無実を証明できない。アリバイはないし、いないのだから犯人の可能性がある。

赤字で死亡宣言は行われるのに、死体もなく次々と消えていく人々。上層界の私たちは彼らが犠牲者であることを把握できますが、果たしてゲーム盤にいる残された者たちはどう思うでしょうね？　「失踪」と「死体の有無」についてＥＰ５でも触れていますので、お楽しみください。騒ぐほどのトリックではないのですが。
(ＫＥＩＹＡ)以前から「読者の反応を見て執筆内容を臨機応変に変化させる」と仰っていますよね。

はい。最近は人気投票結果を受けて、作品に結構反映させてますよ。「みんなこいつを疑っているなら、疑えなくしてやろう」とか。ネット上で面白い革新的な説が出てきたら、それをぶった切るような展開を見せたり。ただそれは決して、設定や真相を変えているという意味ではないです。

(ＫＥＩＹＡ)もともとの枠内で調整しているということですよね。

そういうことです。演出方法を変えているだけですね。

ベルンとラムダは「相手と一緒に楽しもう」ということは一切関係なく、「自分が楽しいか」という観点しかないのです。２人はベアトのゲームが面白そうだからちょっかいを出しに来ただけですからね、どう見ても。
■最終考察　うみねこのなく頃に散(対談抜粋)

真相に至った皆さんから見れば、答えは明々白々だと思います。早いＥＰで真相に気づかれた方にしてみれば「同じことを何度も何度も、新たなＥＰのたびに語っている」と思われたんじゃないでしょうか。正直、クドイくらい同じようなことを何度も書きました。

現実世界で起こった結果がすべて提示されるんだけど、それらの解釈や過程が全部ファンタジーになっているという考え方ですね。(中略)まず本当の物語を作り、その上からイベントだけ繋がっている全然別の物語を作らなければならない。だからいつもの二倍疲れましたね。
元々ワルギリアにあたる存在は登場することになっていたんですけど、当初はもっと好戦的な、ヱリカに準拠するキャラが出てくるはずだったんですよ。

(ＫＥＩＹＡ)あの段階でヱリカ的なキャラですか？

主人公と推理を議論して、戦人と逆の立場から拮抗するような。あんなキャラがＥＰ３の段階で本当は登場するはずだったんですよ。その頃の名前はウェルギリアスで、男でした。

レクチャーが必要になったので、ウェルギリアスがワルギリアという名前の女性になって登場したわけなんですね。そしてワルギリアになってから、熊沢とのリンクができました。
(『Land of the golden witch』は)とにかく大変な難易度になる予定でした。ワルギリアやロノウェのフォローがゼロで、ＥＰ４～６の謎が一気にワンセットで襲ってくるようなレベルだったと考えていただければ。

『Land of the golden witch』のトリックのいくつかは、分解してＥＰ４～６辺りに混ぜてしまったんです。
私の中でＥＰ１というのはオープニングみたいなもの。キャラと館の構造を覚えてもらうだけみたいなつもりでした。ＥＰ２が戦いの始まり。そしてＥＰ３から本格的に難解な事件のスタート。いよいよ『うみねこ』で、とことん難しい謎を出しまくってやる、と思っていたのですが……。
『うみねこ』世界でミステリーにあってはならない、究極的にファンタジー的な部分が１つあるとしたら、雨に対して濡れるという考え方がないこと。それがあの世界ではキレイに切り落とされている部分です。(中略)個室に戻ることができたなら、濡れていることなんていくらでも対処できます。『うみねこ』の世界は本格推理パズルというよりは論理パズルの世界観を採用しているので、雨が論点にならない限りは雨の話が出なくてもセーフかなと。論理パズルの世界では、ヒント以外の情報は切り捨てていいことになっていますから(笑)。
(ＫＥＩＹＡ)ＥＰ７の手紙のシーンも「うわ、戦人ヒドイ！」って思いました。

あのシーンはいくつか考え方があって、悪意なくうっかり忘れていたのかもしれないし、あるいは譲治が握りつぶしていたのかもしれないし。私から真相は言えませんが、皆さんに色々考えてもらいたいですね。

ＥＰ８で描きたかったことは二つあって、一つはゴールに辿り着いた人へ届くメッセージ。もう一つは真相に至れなかった方々へ「よく分からなかったけどドタバタして楽しかった」というお祭り感。恐らくＫＥＩＹＡさんなら、ＥＰ８がただのお祭り騒ぎではなかったと、色々な部分で感じてもらえたと思います。

(ＫＥＩＹＡ)なぜ二つの軍が戦わなければいけなかったのか、エピローグの幾子と十八、縁寿との再会。それを見た時に全部がひっくり返る印象を受けました。ああ、こういうことだったのかと。

あの辺りの考察は色々な解釈があって面白いですね。真相に至った方と至っていない方で考察が完全に二分してしまうんです。だからそこの考察を見るだけで「あ、この人は至った人だな」とハッキリ分かっちゃうんです。

（ＫＥＩＹＡ）「メタ世界とゲーム盤世界の出来事は別と考えるべきなのか」といった部分はずいぶん悩みました。

かなり難しいところですね。メタ世界と現実世界は、あるところではリンクしてますし、あるところでは区別がついてますし。そこを見極めるのはとても難しい。私から具体的に説明することはしたくないですし。名考察リンク集みたいなものをネット上で見つけて、色々な方の意見を呼んで、読み取り方を解釈して欲しいですね。
(ＥＰ３六連鎖密室について)キーワードは「六つの密室のうち、屋敷の一階にあった部屋は１つしかない」ということですね。常識的に考えて、あの時点で礼拝堂の密室は想定にない。礼拝堂は誰も近づかないですし、閉まっていると思われているで。(中略)となると、一見バラバラに散っているように見えて、どこの密室からでも破れるような雰囲気があった六連鎖密室は、最初に入る部屋が指定されていた、と考えられるかと思います。

(ＫＥＩＹＡ)ウィルがＥＰ３後半の謎に言及しなかったのには何か意味があったんですか？

これは出題者側の理論で暴力的なのですが、「ここまでヒントを出してきた流れから、後は推測できるだろう」と判断しました。

※言及するとベアトの心臓を暴くことになってしまうという問題もあります。

『うみねこ』は二つの可能性が並び立つ場合もあり得る。後のＥＰで一方の可能性が否定されることもありましたが。『うみねこ』に出てくる密室トリックなんて、もう古典も古典。斬新なトリックなんか一つもないですよ。『うみねこ』では「偽装密室」をほとんど使っていません。「完全密室」の方が多いです。

(ＥＰ１のチェーン密室について)あの辺りは観測者の話になりますね。そもそも「チェーン密室内で二人が死んでいた」ということを観測したのは誰だ。って話が始まると、疑うべき人物が見えてきます。（中略）これは完全密室ではなく錯覚密室ですね。観測者が何かを錯覚したことで生まれる密室ですから。

「共犯者がＥＰごとに違う」という仕掛けは、『うみねこ』を作るうえで考えたアイデアの一つです。「前のＥＰで共犯者だと思った人が、次のＥＰでは殺される」というところも引っ掛けの一つだったので。
「愛がなければ視えない」というのは詰まるところ、「解けるようにできていると信じなければ解けない」という意味。それを皮肉っているのがＥＰ８のウィルの台詞ですね。
(ＫＥＩＹＡ)山羊と戦っている最中に出た言葉ですね。

そうですね。あの辺りに登場した山羊たちはガッツがありますよね。実際にウィルとドラノールが言ってますけど、たとえ赤字に抵触していたとしても、推理してくる山羊達には敬意を払っているんです。敵として認めている。でも、思考をやめている山羊には凄く怒っているんです。
『うみねこ』では、考えた人にしか分からない犯人。コピペでは分からない犯人にしたかったんです。そういう意味で「ヤス」は、画期的な発明だったと思います。

(ＫＥＩＹＡ)『ポートピア連続殺人事件』ですね。

※ヤスが魔女になった１９８５年１１月２９日はファミコン版『ポートピア連続殺人事件』の発売日だそうです。

(シエスタ姉妹の名前の由来について)あれはウィンチェスターのチェスターから来てるんです。(中略)チェスターのスペルＣＨＥＳＴＥＲにＩ(アイ)が入るとＣＨＩＥＳＴＥＲになる。銃にも愛が入るとウサギになるというのは、面白いですよね。

絵羽が睡眠薬を混ぜることができそうな描写は何度か出しています。(中略)何度もコーヒーを飲ませる話が出てきていたので、怪しかったですよね。

(ＫＥＩＹＡ)ＥＰ３に対する「語られし最期に、何の偽りもなし」というのは、やはり見たまま、全員死亡ということですか。

そうですね。劇中で語られたことを、ほぼそのまま受け取って構いません、というニュアンスの台詞ですね。

ＥＰ４の「とても多い共犯者」は、『Land of the golden witch』のギミックの一つだったんですよ。「とても多い」という言葉で誤魔化しておきます(笑)。

(ＫＥＩＹＡ)ノックスといえば、ドラノールの正体には何か設定があるんですか？

正体というか、ご存知の通りロナルドのスペルを逆から読んだだけですね。

(ＫＥＩＹＡ)七姉妹に対する悪魔の杭のような、モデルになった存在はあるのでしょうか？

ないです。ノックス十戒という思考を縛るものが擬人化されただけですね。ガァプと同じです。彼女も「物がよくなくなる」という概念のみが魔女化・擬人化された存在ですから。

「探偵小説作法二十則」に本当に沿ってしまうと動機がどうでもいい作品になって、物語の主旨から外れてしまうんですよ。それでは二十則を抜けるのが目的になって、『うみねこ』ではなくなってしまいます。

(ヴァンダイン二十則「使用人が犯人であることを禁ずッ!!」について)あの赤字はプレイヤーが、本当の意味で真犯人を理解できているかどうかを試すために出しました。

源次が犯行を犯さないまでも、協力するだけで何とかなるんですよ。「見て見ぬふりをする」、あるいは「殺人はしなくても死体は運んでいる」とか。

※つまり“犯人”の定義は“殺人者”です。

(ＥＰ２の夏妃の私室について)あれも井戸のトリックと同じなんです。紗音は化粧台の前でうつ伏せになって死んでいるんですよ。簡単なトリックです。銃と重い物を紐で結んでおき、重い物を化粧台の後ろに放り込んでおきます。そして自殺すれば、銃が重い物に引きずられて化粧台の裏に消えるという、古典のトリックです。(中略)だからＥＰ４で井戸に銃を落とすというのは、同じネタをもう一度使ったわけなんです。

(ＫＥＩＹＡ)紗音という駒は譲治を殺せるものなんですか？

肉体は紗音であっても、というか元々肉体は誰々という考え方はないんですよ。結局ソフトウェアだけの問題ですから。紗音の服を着ていても、中身が違う人間であれば譲治を殺せますね。服は人格じゃありませんから。服や髪型は紗音だったかもしれません。でも、譲治に対して何かを問いかけた際に、別の人物だった可能性があります。(中略)紗音はあの段階で譲治へあることを問いかけたはずなんですよ。それに対して譲治は、彼女が期待する答えを出せなかったんだと思います。その結果、心中に及んだと考えるのが、私から出る一番シンプルな答えの一つじゃないかと。(中略)推理すれば、譲治が描く結婚後の未来像が彼女を苦しめていた、という考えには十分至れるかと思います。(中略)「将来は多くの孫に囲まれて過ごしたい」と、譲治はやたらと子どもがいる未来にこだわるんですよね。子沢山が彼の憧れなんですかね。それが彼女にとって非常にプレッシャーとなったことは、推測可能だと思います。

(ＫＥＩＹＡ)ヤスはＥＰ７で「恋をすることも出来ない体」と言っていましたね。

その発言を踏まえれば、恐らくは性的に何か不全な要素があるのだろう。ということが推測できると思います。(中略)彼女自身も自問自答したと思いますよ。「自分は本当に譲治が好きなのか、戦人の代用品にしているだけなのか」と葛藤したと思います。その気持ちが分かれたのではないかな。それでも、譲治しかいないうちはよかったんですよ。でも戦人が帰ってきちゃったんで「やっぱり私は戦人が好き」という気持ちと、「いや、譲治さんは戦人の代用品じゃない」という気持ちの葛藤が起こりえた。そうするとＥＰ６辺りの三人の戦い、恋の試練辺りの葛藤が理解できてくるのではないかな。

ＥＰ１や２の時点では複数あるのだけれど、それを全部足していくと、一本しか筋が通らないという風に作ったつもりです。
本当はベルンカステルもラムダデルタもあそこまで物語に関わる予定はなかったんですよ。そもそもベルンカステルはＥＰ１のような感じで、ちょろっと出てきてヒントを出してくれる隠しキャラ的な扱いだったんです。しかし物語を説明して読者を誘導する上で、ワルギリアよりももう一階層上の存在じゃないと説明できないことがある、ということで出番が増えていきました。
手品エンド自体は当初から書いてみたかったのですが、四年間続いた大作の真のエンディングが手品エンドだったら、本当に誰もついていけないと思ったんです。なので、まず初めにトゥルーエンドを見てもらい、それを知った上で「これはおまけなんだよ」という位置付けで手品エンドを見てもらったら、あの終わり方でもきっと皆さん「ああ、こういう解釈もあるんだな」と納得してくれるだろうと。

『ひぐらし』の頃から感じているのですが、多くのプレイヤーは真実を求めているふりをしているけれど、実は彼らの中で「描かれてほしい真実」として期待している方向が大体決まっている。その期待した方向の真実が語られてほしいだけなんですよ。

『うみねこ』は恋人を作ったことがない人には読めない作品なんですよ。恋愛経験のない人が理解するのはつらい作品です。「恋愛が人の生き死にを司るほどの動機になり得る」ということを、恋愛経験がない人に説明することはできないですよ。きっと「よくある動機」程度にしか思われないので。でも恋を経験して恋愛に苦しんだことがある人なら、恋愛によって世界が引っくり返るくらい変化することが分かるはずです。「また会いに来るぜ」と言われたのに六年も来てくれなかったら頭がおかしくなりますし、少しでも恋に苦しんだことがある人なら「六年はきついね」と言ってくれると思います。

(ＫＥＩＹＡ)恋愛は十分、殺人の動機になるんですよね。

それが分からない人は、恐らく『うみねこ』を理解できないと思います。『うみねこ』は「一人の少女が恋と狂気であれだけの事件を妄想するに至るまでの物語」なので、これをいくら描いても共感できない人には共感できないんですよ。恋ができない身体なのに「子供が欲しい」と言われることが、どれだけ怖いことなのか。だから紗音は打ち明けられなかった。打ち明けたら嫌われると思った。本当はね、譲治はそんなことを言われたら言われたで、未来像を喜んで修正する気だったと思いますよ。でも紗音としてはそれを聞くことが、怖くてできなかった。裏を返せば譲治はそれぐらい、戦人の代用品ではなかったわけです。(中略)紗音としては、自然発生的にバレることは覚悟の上だったんですよ。「いつかバレるな」と。ただ、自分からは怖くて告白できない。なので譲治からのワンアクションでバレたら仕方ない、という受身の体勢でした。隠さない代わりに、積極的に話もしない。(中略)戦人が本当に紗音のおっぱいを揉んでいたら、胸が偽物だということに気づいたかもしれない。紗音は常に「バレるならバレろ」という気持ちだったんでしょうね。

いくつか作中から確実に分かる部分としては「絵羽は何かを知っている。でも縁寿には頑なに最後まで語らなかった」ということ。それといくつかのメタ世界で語られている、彼らが真実だと称するいくつかの描写が、解釈は異なれどある種の共通項が見られるということ。その辺りから考察すれば、細部は違ってもあの島で起こったことが「恐らくある特定の人間がよからぬ事件を起こしたのではないか」と推測できる。(中略)絵羽は犯人ではなく、犯人を知っていてなお濡れ衣をかぶって憎まれ役を買ってでも、彼女は縁寿のために何かを隠しているんじゃないかという推測が成り立つはずです。

八城十八絡みで考えるのも、色々面白いですよね。「その時の記憶状態は？」「どんな意図があったのか？」とか。

「一なる真実の書」はＥＰ８で、上層世界とはいえ、縁寿が自分で鍵を開けて読んでいますからね。あれは「縁寿が自ら読んでしまったのではないか」という暗示に見える。読んでなお、彼女は黄金の真実を信じることができたのかもしれないな。または、読んでなお、手品エンドに行ったのかもしれない。

(ＫＥＩＹＡ)一つの真実を言い当ててほしいというよりは、ある程度の範囲内でいくつかの説があってもいいという感じですか。

それはもちろんですよ。ある程度のゆとりは残しているつもりなので。「ベルンの出題」のように、明確な一つの答えにするつもりは毛頭ないですよ。でも、突き詰めればほぼ間違いない答えが出てくるようにはできています。

(ＥＰ１における夏妃の部屋の“サソリのお守り”について)ぶっちゃけてしまうと、あれは一度入ったんですよ。犯人は夏妃を殺すつもりだったのですが、部屋内でドアノブにかけられたサソリのお守りを見てしまった。それで「サソリのお守りがあったら魔女は入れない」というルールを作ってあったことを思い出し、これでは殺せないと部屋を出ました。その際、入ろうとしたけど入れなかった痕跡として、ペンキで引っ掻いたみたいな跡をつけておいたんですよ。(中略)それでもう一人予定外の人物を殺さなければいけなくなった。

真犯人は殺人にも多くのルールを作っています。自分で作った自分を縛るルールがいくつもあります。

(ＫＥＩＹＡ)嘉哉と紗代という名前には何か意味があったのでしょうか。数字にも見えますけど。

数字の読みにも近づけていますけど、それは明かさないでおこうかな。

※紗代(ＳＨＹＡＹＯ)に「Ｉ(アイ)」を加えると、嘉哉(ＹＯＳＨＩＹＡ)になります。つまり「愛(Ｉ)がなければ視えない」。

金蔵にとってのベアトリーチェというのは、自分の娘かもしれない人間のことを指すわけです。そして「我が最愛のベアトリーチェ」というのは、やはり、愛人を意味するわけで、どちらも魔女ではありません。だから金蔵にとって魔除けはただの魔除けであって、深い意味はなかったはずです。(中略)紗音から見ると「『我が最愛のベアトリーチェ』なのに書斎に入れない」となるわけです。

黄金の蝶なんているわけがない。それが見えている時点で、見た人はおかしいということです。ただし楼座の背中にとまったというのは、楼座には見えていないわけで、意味深なシーンですね。

アニメやＰＳ３版で戦人を演じていただいた小野大輔さんはおろか、紗音役の釘宮さんにさえ『うみねこ』の真相は伝えていないんですよ。(中略)紗音も、彼女の人格自体は犯人ではないので、釘宮さんが何も知らないのは道理なんです。

(ＫＥＩＹＡ)源次は「お館様は真里亞さまのことをあまりお好きではない」と言っていました。あれはほぼ事実と見てもよいのでしょうか。

ＥＰ８まで見ると、とてもそうは思えないわけで。金蔵は孫を溺愛していたように見えましたよね。ただ、名前を付ける時にかなり揉めたのは間違いないわけで。金蔵としては、可愛い可愛い孫娘のためにとっておきの名前を用意しておいたのでしょうけど、よほどのドキュンネームだったんでしょうね(笑)。
金蔵はゲーム盤の開始前に死んでいる人間なので、その立ち居振る舞いの殆どは描写した人間によってコントロールされていると思ってほぼ間違いないでしょう。
(ＫＥＩＹＡ)「家具」という言葉が作中に出てきましたね。ヤスが自分をそう呼び始めたシーンが作中で描かれているのですが、紗音や嘉音だけでなく、源次まで自分のことを家具と言っているんですよね。これは真実を知っているという意味なのか、あるいは金蔵に尽くすことを至上主義として家具を自称しているのか……いかがでしょうか？

何かの本で「使用人は家具たるべし」みたいな格言を読んだんですよ。それで「使用人と言わず、家具と呼ぶのは非人間的で面白いな」と。あくまでも心構えを示す「家具」という言葉を、紗音は人間以下を意味する言葉と受け取った。さらに恋をすることができない自分の身体のことを人間以下となぞらえて、自分のことを皮肉って「家具」と呼んだのではないか、ということですね。きっと「家具」という単語に過剰なイメージを作ってしまったのでしょう。

この世界の一番の主たる観測者は紗音なんですよね。少なくとも世界観においては。だから紗音が見て聞いて、そうだと思ったことが世界観のデフォルトになってしまう。ベアトリーチェが金蔵の書斎に入れないというのは、一方的に紗音が作った設定ですし。

■『うみねこのなく頃に』のすべて　竜騎士０７インタビュー　『ファウスト　2011　SUMMER　Vol．8』(抜粋)

私にとってミステリーっていうのは本当の正解一つを当てることじゃないんですよ。状況から推定されるすべてを想定することなんです。

本来、ミステリーはファンタジー的な要素を一切排除するべきなんです。でも「他人の証言を鵜呑みにすること」とは「ファンタジーを受け入れる」ことなんですよね。その証言が真に正しいかなんてどうやって裏を取るの?　っていう話。

探偵たちが根拠にする依頼者の証言や被害者の手記、そういったものを「正しい」証拠だと疑いもせずに信頼すること自体がすでにもうファンタジーなんですよ。

つまりミステリーファンが欲しがっている大前提自体がそもそもファンタジーでしかないんですよね。ミステリー派が欲しいもの、現場の完全な状況、完全な証拠、疑問の余地のない密室設定という設定自体が、ファンタジーの保証がないと成り立たない。

探偵が「犯人が分かったぞ」というポイントは多くの場合、「この時点までの情報量で大丈夫」という証明になりますよね。それなら私は「ここまででクリアできますよ、と探偵と神が保証したんですよね？」と言いたい。

後出しだから推理できない、が正しいんじゃない。そうじゃなくて、後出しされるたびにその新条件に合わせた新しい推理を考えればいい。

私は、ちょうどいいかなと思ったんですよ。(EP2において)あんなあからさまな魔法を見たらちょっとはファンタジーを信じてくれるのかなと。今度はファンタジー批判になりますが、「あなた達の大好きな表現が出てきましたよ。もうファンタジーでいいでしょう？」っていうね。あれはアンチ･ファンタジーの表れです。

ミステリーとファンタジーという一見相反するものをカオスに受け入れるということ。光は波でありまた粒子でもあり、その双方を理解しないと光は語れないように、真実もまたミステリーのような現実味と、人の心の動きといったファンタジー的側面を理解しなくてはやはり計れない。

(聞き手)青字システムのアイデアはどのあたりで出てきたんですか？
ＥＰ４を作る段階ですね。(中略)ＥＰ４の最後で戦人とベアトがお互いの論点を整理し合ってガチンコ対決をして終わるというプロットを作ったんです。その対決のときにベアトだけが赤を使って、それに対して戦人はただ喋っているだけだと戦いにならないんですよ。(中略)だから赤に匹敵する何かがなくちゃいけないというときに青のアイデアが出たんです。

(聞き手)次回も青字は出てくるんでしょうか？

もちろん出てきますね。

(もうこれ以上は出てこないですか？　黄色とか？)

いや……ふふふ？　一応ね、仕掛けは考えているんですけどね。そのシーンに至ったときに必要かどうかもう一度じっくり考えたいんですよね。

真里亞は１９９８年にはいません。死んでいますからね。

彼(戦人)はその罪を全然覚えてないんですよね。

(聞き手)なぜ戦人は覚えていないんですか？

なんででしょうね。戦人が戦人じゃないからですか？

(聞き手)やっぱりそうなんですか。

ＥＰ２でもその伏線は出てきているんですよ。「あなたが右代宮戦人だと証明できますか？」って。
(聞き手)僕が今回すごくおもしろいと思ったのは、江之浦やラプラタ川の推理のくだりで……アレはどういった考えで挿入されたのでしょうか？

「私はみなさんの意見をしっかり見ています」、という私からの明らかなメッセージです。『うみねこ』は、ユーザーのみなさんの推理を取り入れて、面白い説があれば江之浦説やラプラタ川説みたいに作中でキャラクターに言わせて否定させてみたり……そういうキャッチボールを楽しんでますね。

霧江だったり戦人だったりが作中で主張している、真里亞には里という文字が入ってるから真里亞が碑文の秘密じゃないかっていう説もネットの説から引っ張ってきていますからね。EP5でも、言葉でははっきり出してはいませんけど、そういったネット上の面白い説を取り入れてますね。

あとは私は、本家のウェブサイトでやっている人気投票の結果も取り入れて、文章をいじったりもしてますね。
ＥＰ７は、過去の話、ひょっとすると、金蔵の若い頃の話になるかもしれませんよ。完全なネタばらしですね。完全な解答編。ねじれたものにはしたいのですが……。だって、悔しいじゃないですか。「解答」が何行かでコピペされてネットのあちこちに張られたりしたら。

実は『うみねこ』は最後の最後の落ちの付け方はまだ決めていないんです。(中略)落ちの付け方、というか、見せ方ですね。ギリギリまでそこは考えていきたい。深みのあるラストにしたいですね。わかる人にはわかる。わからない人にはわからない。そのラインをどのあたりに持っていくか……。

メタのレイヤーが、どれが上でどれが下か、事件が一番下で、魔女たちがその上で、八城がさらにその上、と今は定義されているけれど、本当にそうか？　そのあたりについても、もっと検討して議論を楽しんでいただきたいとも思っています。
(聞き手)竜騎士さんは、過去の過ちは、修正できるとお考えですか？

『ひぐらし』でもそのテーマは取り組んだのですが、起こってしまったこと自体は変えられない。でも、それをどう未来に生かしていくか？　それが「つぐない」ということなのではないでしょうか。ある出来事に関して以降、生き方が変わることですね。変わらなければ、それはつぐないではない。そういう意味では、取り返しがつくつかないが問題になるのは、物理的なことだけですよ。もっと言えば、取り返しがつくあいだは、過ちではないんです。取り返しがつかなくなって、はじめて過ちが成立するわけですよ。

(聞き手)戦人はもう死んでいるんでしょうか？　だとするならば、彼はいったいいつどこで過去の過ちを修正しようとしているのか……？

過ちをとりもどせるかどうかも、微妙ですね。
『ひぐらし』は、過去への決別と、新しい未来への旅立ちというテーマでしたから。戦人は、いったいどのような罪があるのか？　そして、この世界はどうやったら脱出できるのか？

(聞き手)鍵は、縁寿にしかないじゃないですか。未来の時間に生きているのは彼女だけなんですから。

しかし、彼女にしてみれば六軒島事件は確定した過去の話なので、今更どうしようもない、ともいえる。最後に語り継いだ人間が、最後の傍観者といえるのならば、彼女にしか救う手立てはないのですが。

たとえば、今年は畑で美味しいトマトが実ったから、旬のトマトのサラダをつくろうと思う。しかし、それを一年前から決めていたかというとそうではない。私が決めていたのは、毎月毎月旬の野菜サラダを出そうということを決めていただけで。

ワルギリアやロノウェを登場させたのも、当時、あまりにも推理の方向性がばらばらになりすぎていたためですね。EP2で、多くの方がゲーム的なナビゲーション不足で、推理が難しくなって迷走していましたから。でも、彼らが登場する余地は最初から考えているわけです。
愛のある見方だけでは、やっぱり本当の姿が見えてこないかもしれませんよ。愛のない見方もできないと、物事は立体的に見えてこないのではないでしょうか。要するに、ものは多角的に見たほうがいいということです。自分が好きなものだけを見る、嫌いなものは見ない、それだけでは、世界の見方はとても貧しいものになってしまいます。あえて、別の見方をしてみることですね。

私はアナログ的な思考をユーザーさんに持ってもらいたいんですね。０か１かじゃなくって、０．１や０．８もあっていいという。『ひぐらし』もそうなんですけど、『うみねこ』はそのアナログ的な面白さを異常にパワーアップさせたもの。夢野久作先生の『瓶詰地獄』ですね。あの作品の瓶の中の手紙が、いったいどの順番で書かれたものか、それは誰にもわからない。夢野久作先生が「正解」を書かなかったから、未だにあの作品は最高の知的ゲームとして存在しているわけです。その方が、楽しいんじゃないですか？　ユーザーさんどうしも、さまざまな考えをぶつけあうような。非日常を論破する瞬間、生き生きして楽しいじゃないですか。

ガジェットと本質は違うんです。わたしは、虚と、実を見破ることこそがミステリーの本質だと思います。『うみねこ』はガジェットをこれでもかと入れ込んでいますけれど、本質の部分こそが真のテーマです。
私はＴＲＰＧもカードゲームも大好きなので、「電源」、「非電源」を問わずになにか新しい遊びが考えられたら良いですね。
■うみねこのなく頃に 竜騎士07インタビュー(抜粋)

あの島でなにがあったのか、ということは最初から全て決まっていることなんですよ。ただ、それをどこまで見せていくべきか？　私は、「愛ゆえに殺しました」と口で言うほど白々しいことはないと思うんですよ。言葉にならないところで察する。そんなギリギリのところを書きたかったんですよね。

「動機をテーマに犯人の心を探って欲しかった、犯人の心を考えて欲しかった」というテーマを描くにあたって、その心の中の一つの形態として愛があって、「心を理解しないと動機を察することができない」という作品に『うみねこ』をしたかったんですよ。だから読者の方が今までどれだけ真剣に恋愛のことを考えてきたか、ということがそのまま犯人の心境・心情を理解できるか否かに直結してしまうと思います。だから有り体に言ってしまうと、この作品は圧倒的に女性の方が真相に辿り着いた確率が高いですね。ほとんどが女性じゃないかな。男性で辿り着いた人はKEIYAさんを含めて非常に稀ですね。

超有名作品に出てくる、もう古典も古典、何十年も前のレベルのトリックを掛け合わせてやっているだけなので。斬新なトリックは全く出てきません。

うーん。答えになってしまうのであまり言いたくないのだけど、「ベアトリーチェと戦人が添い遂げられてしまう」というのは「紗音と譲治、朱志香と嘉音が添い遂げられない」ということを確定させることでもあるんですよね。三組の恋がそれぞれ成就されるためには、実は誰も成就してはいけないんですよね。

ベアトリーチェは戦人が「島を出ようぜ」と連れ出してくれた時点で彼女の戦人に対する想いは、一つ成就を迎えたのですよ。魂の絆を迎えたわけですよ。

でも女性的な立場から言うと「一緒にいようね」という約束をもらえただけで彼女の魂はゴールを迎えたわけですよ。

実際に島から出ていって「添い遂げられました」という事実が確定するとベアトリーチェの中では残り二組の恋愛を否定することにつながってしまう。残り二組も幸せでいるためにはベアトという猫箱は伏せたまま、閉められたままでなければならないんですよ。でもそのまま戦人に島から連れ出されたら猫箱が開いてしまう……うーん、ここはお茶を濁したいな。

戦人が「島から出ようぜ」と船に連れ出してくれた時点で、ベアトの中ではもうゴールしているのですよ。

そこで「ベアトリーチェがどうして海に飛び込んだのか」というのがわかるかわからないかで、あのシーンに感じる印象は全く変わってきます。そういう意味ではあのシーンの意味がわからない方は、きっと『うみねこ』という物語がわからなかったと思います。

男は子孫を残す為に生きるので、女性の身体・肉体がないと困る。だけど女性にとっては肉体は魂の付属物でしかないんで、魂が結ばれれば、究極的には肉体が離れ離れになっても、お互いが結ばれたのだから良いではないか、と思っています。それはただ私が女性を神格化しすぎているのかもしれないけど、あの世界の価値観ではそうなっている。戦人にそれが理解できたかできなかったかはわからない。その結果、戦人は海に飛び込んだ。数年後、海から引き上げられたら彼は記憶を失って八城十八になった。彼の身体は戦人だったけど心は抜けていた、というあたりにいかにベアトリーチェが魂の結びつきを大事にしたか、ということが物語られているのかもしれない。彼が自身のことを戦人と認めないことが、ベアトリーチェに向けた手向けなのかもしれないですし……。

ベアトリーチェという奇特な考え方をする人の考えがどれだけ四年間の連載の過程で理解できたかが、最後のシーンで泣けたか泣けないかの差になってくるのではと思います。
※僕はあの場面で泣けるまで３周くらいかかりました。
『ひぐらし』の頃からノックスの十戒の話は伺っていたので調べてみたらヴァン・ダインの二十則みたいなものもあって、とてもおもしろいな、と。
(聞き手)ところでエピローグのシーンではなぜあんなにも年月が経つことが必要だったのですか？　さきほどの自由意思のお話で、重みのある選択のした後の答えが出るまでにやはりこれくらいの時間がかかるという人生観の表れですか？

なんとも言えないですね。ただ、私の中ではともかく、あの事件の終わったすぐ後では、事件に影響を受けすぎていると思うんです、心が。だから、長い充分な空冷期間が必要だと思う。私の中における、事件が完全に心の中に置かれて、あれだけ大勢の人が死んだ悲しみが癒える空冷期間が、あの物語の中では十数年、二十数年、必要だと私の中ではカウントされているみたいですね。私も相方のＢＴさんを失ってもうすぐ二年経ちますが、一年二年経ってだいぶ落ち着いたな、と思う反面、一年二年経っても、やはり今でも……というのは正直、ある。だから十年、二十年は欲しいなという私の気持ちが込められているのかもしれない。全部物語のことをリセットして完全にエピローグの状態にするには、それぐらいの長い時間が必要だと私は思ったんですよ。
■ベルンカステル卿の手紙

親愛なる友へ。お元気ですか、というお約束的な挨拶は、今の貴方にはきっと皮肉。だからこう聞く方がきっと親切。まだ生きてる？　親愛なる友よ。先日はお返事をありがとう。まさか貴方に、未だ筆を取るだけの気力が残っていたとは驚きです。まぁ、返事を書くように促したのは私なのだけれど。それでも貴方が、私の為に筆を取るだけの気力を奮い起こしてくれたこと自体がとても驚き。あるいは奇跡。そして貴重なる助言を本当にありがとう。私も貴方の意見に同感。多分、黒幕はラムダデルタ。あの子は私に復讐するためだけに、私ともっとも相性の悪い魔女を見つけ出し、私が誘き出されてくるのを待っていたのでしょう。まんまとあいつの罠にはまったわけです。…なるほど。それが可笑しくて貴方は筆を取ったのかしら。貴方の意地悪な笑い顔が、手に取るようにわかるわ。ただ、貴方の病気を考えると、私にとって彼女は貴重な存在かもしれない。彼女が私よりもはるかに高位の魔女であるならば、つまりそれは、それだけあなたの病気に近いということ。つまりそれこそが、貴方を、いえ、私たちを蝕む病気から逃れる唯一の方法であり、彼女はそれを実践しているということ。…そして皮肉にも、彼女はそれを私に教えてくれているということ。まぁ、どうでもいいことかもね。でも、あの子の茶番に付き合うことで、貴方の病気が少しでも快方に向かうのならば。どうかぜひ、私に力を貸してほしいの。

※この手紙はフェザリーヌに宛てたものだと考えられます。

ラムダデルタは、このゲーム盤に私は“絶対”に勝てないと豪語している。その時点で、逆説的にルールＸは判明しているの。本当に馬鹿な子ね。つまり、物語が常に６月２０日から始まるようなもの。恐らくこれが、ベアトリーチェなる魔女の心臓部でしょう。

※ルールＸは１０月５日の２４時に時限爆弾が爆発するため、碑文の謎を解いて、そのことを教えてもらわなければ絶対に助からないことを意味すると考えられます。

なるほど、だとするとこのベアトリーチェという魔女は確かに面白い。私もあの子も、そして貴方も知らなかった世界を、彼女は切り拓いている。それを魔法の根源とする、ルールＹ。ラムダデルタも少しは触れたようだけれど、彼女の域には到底及んでいない。もしこれこそを魔法と呼ぶならば、ベアトリーチェを除き、私たちは誰一人魔女などと名乗れないに違いないわ。その意味において、自らの魔法体系を組み上げた彼女は、魔女としては初心の部類に入りながらも、その域は魔女をすでに凌駕して、…貴方の域にまで踏み込み掛けていると言えるかもしれない。もし彼女がそれを強く意識し、理解したならば。私は愚か、ラムダデルタさえも足元には及ばない。……そして多分きっと、貴方と同じ病に冒されることでしょう。しかしそれにしても、実に面白い。このルールＹこそが、魔女ベアトリーチェの存在そのものではないかと見ているの。

※ルールＹはルールＸによって全ての証拠を抹消できるため、自在に物語を紡げることだと考えられます。

そう。ここまでは私も解析できた。そしてもうひとつ、ルールＺがあるのは間違いないの。だってルールＸとＹだけでは説明できない現象があまりに多数、観測されているから。ルールＺの正体は不明。ラムダデルタの言動から探るに、どうもこの要素が私にとって致命的に相性が悪いものの様子。“それ”がヒントなのだとしたら、……一体何なのかしら。私は取り合えずこのルールＺを、真相から煙に巻く、迷路的な存在だと仮定してみた。つまり、ルールＸとＹに私を近付けまいとする迷路ね。私の力は、百年を掛けて迷路の全ての分岐を確かめて地図を書き上げるのに似ている。つまり、どんなに複雑な迷路であろうとも、いつかは必ず攻略できるということ。(ちなみに、ラムダデルタの場合だと、出口に辿り着くまで、千年を掛けようとも右壁に沿って歩き続けるようなものなのかしら。いいえ、出口まで一直線に一切回り道をせず、全ての壁に穴を開けて通り抜けていくような感じね）そんな私と“相性の悪い迷路”とは一体何…？　考え付くのはひとつしかない。つまり、……地図を書いていくことが意味のない迷路。例えば、ぐにゃぐにゃと常に形を変える不定形の迷路とでも言えばいいのか。なるほど、この概念なら、ラムダデルタの言うジャンケンでも説明できるかもしれない。…私の力でも攻略できない迷路でも、壁を全て貫いてゴールに向かえる彼女にはまったく障害ではないわけだし。……概念では理解できるの。でもルールとして捉えようとすると、全く理解ができない。だってルールとは本来、不変なものでしょう？　不定形なるものがルールであるなんて、私の知る常識を超えている。固体でなければならないのに、液体のような一面を持つなんて。……まるで水銀ね。水銀はラテン語で“生きた銀”。そして不老不死に通じると信じられ、錬金術師たちの研究対象として珍重された。皮肉ね。つまりはまさに、彼女の自称する魔女や錬金術につながるということ。このルールＺが解けない限り、……いいえ、解けないからこそ、ベアトリーチェはまさに魔女であるということ。

※ルールＺは２つあると考えられます。１つは戦人以外の全員を共犯者にすることが出来、毎回その共犯者が変わること。もう１つは、ベアトが自分の運命をルーレットに任せ、それに絶対に従うこと。

……あぁ、ここまで書いていて腹立たしくなってきたわ。貴方はここまでを読んで、絶対に笑っているわ。えぇ、賭けてもいい。そろそろ私の困り顔を見て、さらに嘲笑ってやりたくなってきた頃でしょう。近いうちに貴方のところへお見舞いに行くわ。見舞いの品は私。好きなだけ嘲り笑うといい。好きでしょう？　そういうのは。だから久し振りの友人を迎える為に、どうか生き返ってちょうだい。
■ラムダデルタ卿による回想記 

――先日の手紙のお礼に、何か適当なカケラでも。退屈は私たちには毒だから。私は気まぐれにニンゲンたちの望みを叶えることがあるわ。
“ひとつだけ願いを叶えてあげる”
あぁ、本当に甘酸っぱい響きよね。この言葉だけで、私なら七年の間、紅茶にお砂糖を入れないでも甘く甘くいただけるに違いないわ。私からその言葉を与えられたニンゲンも、それだけの甘酸っぱさを楽しんでくれてるといいんだけれども。もちろん、私も楽しいわ。彼らがどんな願いを聞かせてくれるのか。私の想定しない、思いもしない、そして私たちが未だ出会えなかった新しき同胞に出会えるチャンスかもしれないのだから。もっとも、残念なことに私の期待は常に裏切られるの。期待は茶葉と同じようなものだとあの子は言ったわ。なければ紅茶にさえならない。ただのお湯ね。だからどんな世界にも、適量な期待や希望、夢は必要だってこと。……あの子らしい例えだこと。そして、茶葉が多すぎればとても飲めたものではなくなる。それは多分、茶葉の一つまみも入れない、ただのお湯よりも飲めたものではない。だから私は、あの子に教えられた程度に適量に、……まぁ、そこそこ少なめにね。私、あまり苦い紅茶は飲めないの。……少しだけ、茶葉を混ぜてみる。本当にどんな願いでもいいのかとか、何か裏があるのではないかとか、退屈な疑りは飽き飽きしてるの。だからこっそり砂時計を引っ繰り返してるわ。５分掛けても願い事ひとつ思いつけないつまらないニンゲンからは、どうせ大した紅茶なんか出来やしない。だから、砂時計が尽きたら時間切れでさようなら。そして悩みに悩んで出てきた願い事で一番多いのがコレ。
“叶える願い事を増やして欲しい”
１つだけという有限を、無限に増やすという創造性。…浅はかなニンゲンたちは、そこに造物主的な深遠を感じ、優越感でも感じるというのだろうか…？　でも、私の印象はまったく逆。“何でも叶う願い”は、それ１つでつまりは宇宙をも易々と創造できるほどの奇跡。はっきり言い切ろう。“何でも叶う願い”とは、１つ２つと数えられるものである必要がないのだ。だから、それを個数で数えた時点で、そのニンゲンが思い描く奇跡は、その程度の規模のものでしかない。そんな下らないニンゲンが、仮に１００に増やした願い事でどんなツマラナイことを願っていくのか、観察するにも値しないだろう。これは紅茶と同じ。同じ急須で１００杯も紅茶を作ったら、どんどん薄く不味くなっていくのは当たり前。だからそんな退屈な願いを口にしたならば私は、「えぇ、叶えてあげる。じゃね。」と言い放って姿を消してしまうだけの話。彼らは残りの人生を、自分でも数え切れないくらいたくさんの願い事を考え続け、そのひとつも叶えることもなく死んでいけばいい。……あぁ、マヌケ！　それから次に典型的なのが
“たくさんのお金が欲しい”
言うに及ばず、これもとても退屈な答え。お金ってそんなに素敵なものなの？　飢えと乾きに苛まれた砂漠の旅人が、札束の山に躍り上がるとでも？　お札なんて食えも飲めもしないのに。貨幣制度というルールの範囲内でしか得られない狭い自由。そんなモノを欲する視野の狭さにも、あぁがっかり。日本の自動販売機に２５￠玉が入るの？　アフリカの露店で百円玉が使えるの？　愛する人を殺され嘆き悲しむ貴方は、いくらのお金をもらえればそれをケロリと忘れてくれるの？　

“愛が欲しい”“幸せが欲しい”
これも私を失望させる願いね。だって、私が一言、「安心して。貴方、幸せよ。愛されてるわ。」って言ってあげれば、

それで叶っちゃうんだもんね。あぁ、下らない。愛も幸せも、どちらも空気と同じようなもの。それは世界を満たしているけれど、理解しなければないも同じ。だから、そんな当たり前なものを欲しがる程度の人間にもやっぱりがっかり。そしてね、さらに言わせてもらえば、愛も幸せも、そのカタチは人の数だけ千差万別。それら不特定多数なものの総称が「愛」や「幸せ」なの。そんな抽象的な単語を使わないと、自分の愛や幸せを説明できないような、つまらないニンゲンなんて、どうせ何十年生きたって、本当の愛も幸せも見つけられるわけがない。あぁ、マヌケマヌケ！
“誰にも負けない力が欲しい”
ちょっと面白い願いかなとは思ったけれど、前置詞の“誰にも”がちょっと余計。誰かに勝ちたい気持ちは、つまるところ、相手たる誰かの存在がないと自分を確立でき

ないということ。そんな程度のニンゲンじゃ、その誰かを負かした時点で、生きていく気力を失ってしまう。宇宙をも創造し、あるいは宇宙をも無に帰せるほどの願いを与えられながら、なぜにニンゲン社会という狭い枠の中から発想が飛躍できないのか。あぁ、だからこそニンゲンなのか。魔女ではないわけか。
そんな退屈なニンゲンたちの中で、少しは骨があると思う少女にあったことがある。彼女はじっと悩んだ挙句、私にこう言ったわ。
「私の努力が、絶対に叶うという保証を下さい。」

「……はぁ？　何それぇ？　この私が願い事を叶えてあげるというのに、自分でそれを叶えるというの？　その為の保証？　わけわかんない。」

たまに、哲学的と称して、自分でも意味がわかってないに違いないおかしなこをと言い出すニンゲンはいる。この少女もきっと、そういう類の子だろうと思ったわ。“私の努力”は個数を限定しない。聞き方によっては、叶える願いの数を無限に増やして下さいと言っているのとよく似ている。でも、彼女の瞳の深みが、それを口にしてきたニンゲンたちのそれと少しだけ違うように見えたから。私は砂時計が尽きたけれど、もう少し話を聞いてみることにした。
「私に願えば、努力などなく、何でも今すぐ叶えてあげると言ってるの。まぁ、１つだけだけどね？」

「……私の願い事は、１つとか２つとか、そういうものじゃないからです。」

「叶えたい夢の数が、いくつもいくつもあるということ？　欲張りな子ねぇ。」

「違います。私の至るべき到達点はたった１つです。でも、そこへ至る道は複雑で、いくつもの峠を経るでしょう。きっと、数え切れないくらいたくさん。でも、私はたった１つの到達点を誤ることなく目指し、必ず必ず辿り着いてみせるでしょう。」

必ず、辿り着く。それはもはや願いでない。ニンゲンの言葉で言うなら「決意」。魔女の言葉で言うなら、……「運命」。絶対叶う願いを口にすることは決意と呼ばない。それはもはや、“約束された運命”と呼ぶ。運命を生み出すのはニンゲンの範疇ではない。私はその時、少女の瞳の奥に、紛れもない私の同胞の輝きを見たわ。……少女が望んだ願いは１つ。彼女が必ず叶える願い、約束された運命。……“それを信じさせて欲しい”面白いと思った。叶えてやってもいいかなと思った。でも、その前にもうひとつだけ確認することにした。彼女が、自ら絶対に叶えると豪語する“約束された運命”の終着点を知りたかったのだ。結局はニンゲンの域を出ない、つまらないものかもしれない。……しかし、私は“茶葉”を積んだ。彼女は期待に応えると、“この私が【絶対】に確信”した。
「教えなさいよ。貴女の本当の願いは何？　貴女が絶対に叶えるという、約束された運命とは何…？」

「私は、神になります。」
※この少女は鷹野三四であると考えられます。

その一言で。私の心は決まったわ。私は彼女の願いを叶えた。彼女の努力が絶対に叶うという保証を与えた。彼女の語った決意は、私にとってはもはや「運命」。そして私が与えた保証は、彼女にとっても「運命」。だから彼女が描くこれからの物語はすべて「運命」。まぁ、彼女の運命にも弱点はある。自身の努力が根底にある以上、それが揺らげば運命も揺らぐ。それに、努力が必ず叶うとは保証したけど、どこまで努力すれば叶うのかは保証してない。だから少女に永遠が生み出せたわけではないだろう。彼女が挫けない限り永遠に、というのが正しいのかしら。まぁ、でも。「私を神にして下さい。」と、素直にお願い出来たなら、私的には百点満点だったのだけれどね。…まぁ、ニンゲンを急に神にしても、精神が霧散しちゃうだけだし。努力というステップを確実に踏みながら、徐々に全能なる世界への気圧に体を慣らしていくのも必要かもしれない。私たちの世界は、底無き深遠へ続く無限の梯子を降りるのに似ているかもしれない。臆病にビクビクと降りてもいいし、どこまで深みに至れるのか、ワクワクと急いで降りてもいい。しかし踏み外せば。……底無き奈落への永遠の墜落。彼女はその意味において、きっと慎重だったに違いない。ただ、まぁ。……慎重過ぎで少しがっかりしたのは否定しないの。――早く、私のいる深みまで、降りてきて欲しかったから。その少女は、よく頑張ったと思うわ。ただ、私も少し買いかぶっていたところがあったかもしれない。残念ながら、私の期待した世界へは遥かに及ばなかった。でも、それでもいいの。だって彼女が新たな魔女を生み出し、私のもとに送り届けてくれたのだから。

そして長い日々、無数の世界を漂った。時折、面白そうなニンゲンを見つけては同じ問いを投げかけたわ。でも、あの子を超える願いを口に出来るニンゲンとは、二度と出会えなかった。そう。あの子に出会うまではね。 

「自分を魔女に、して下さい。」
※この少女はヤスであると考えられます。

それはあまりに直球な、……そう。…私が待ち焦がれていた言葉。でも、私は焦らずに先を促すことにしたの。
「……魔女に。へぇ。…箒に跨って空を飛びたいの？　それともポケットに入れたビスケットを２つに増やしてみたいのかしら？」

「魔女はそんなことが出来て当たり前です。……自分は魔女になって、全てを思うがままに生み出します。人も、心も、何もかも。そして今や、自分に出来ないことはありません。…自分はもう、魔女だからです。」

その子の瞳には、あの懐かしい少女が浮かべていたのと同じ輝きがあったのを、私は覚えてる。スパイスの効いた、そして千年に何度も出会えない芳しい茶葉の香りを感じたわ。そう、あの少女とまったく同じ。自らが全てを叶える。生み出す。成し遂げる。約束された運命を持つ強い瞳だった。そしてあの少女でさえ、到達点だと言わしめたモノを、この子はすでに至っていると言ってのけたのだ。私はこの子に大いなる関心を持った。
「ほざいたわね。あなたがもはや魔女ですって…？　この絶対の魔女であり、卿の称号を持つ私に、並ぶ立てる存在だとあなたは言い切れるの？　身の程を知りなさいな、矮小なニンゲン風情が…！」

「はい、自分はもう、魔女です。自分が求めるものはたったひとつ。自分と異なる魔女による、自分を魔女だと認めるとの推薦だけです。」

それはまさに、あの少女と同じ願い。
「……実にたくましい魔女だこと。なるほどね、あなたがそうだと自称する限り、誰にもあなたが魔女でないと否定することは出来ないでしょうね。……でも聞かせて欲しいの。神も造物主も、誰に認められずとも神であり造物主よ？　そしてそれは魔女も同じはず。…誰が認めずともあなたが魔女であるならば、私が認めずともあなたは魔女であるはず。そうでしょう？」

「はい。自分がニンゲンの領域を超えかけていることは理解できています。自分から観測して、全てのニンゲンたちの最上位にいると断言できるからです。しかし、自分の今いる位置が、ニンゲンの域を超えていることを観測するには、私よりも上位にいる存在の観測が必要です。」

「………ニンゲンの域を超えたことはニンゲンに認定できるけれど、魔女の域にまで至ったかどうかは、魔女にしか認定できないということ？」

「はい。私はニンゲンの世界を超え、魔女の世界に至ったと自覚しています。それを魔女の立場からも至っていると認めて欲しいのです。」

「……魔女は、魔女になるのにも魔女の推薦がいると？　面白いけど、じゃあ、世界で最初の魔女は誰が認めて成ったというのかしら？」

「ニンゲンたちが、自分たちの域を超えた存在を、魔女だと呼んで称えたのでしょう。」

「なら、私が認めなくても、あなたはすでに魔女だということになるわね。」

「はい。だから私はもう、魔女です。……だからこそ。私が願うものはそれ。私が魔女であると、私より上位の存在から認められたいのです。」

「……小難しい屁理屈で誤魔化されてる気がするわぁ。嫌だと言ったら？」

「無理に認めてくれなくてもいいです。ならば、あなたにも認めさせるだけですから。……あなたにだって、私が魔女であることを否定など、出来ないのだから。」

「……くっくっくっく、うっふっふっはっはっはっは…！　ニンゲン風情がどのような魔法大系を生み出せたというの？　……それを私に試させると？　…………くっくっくっく！」

あの少女を遥かに超える、春の日の小鳥の囀りにも似た芳しき紅茶の香り。私は、長い長い旅を経て、久しぶりに気骨のある魔女に出会えたことを知ったわ。そして、その魔法大系の組成式に飛び込み、………彼女ならではの独自の解釈により、それまでの私が知り得なかった、広大な魔法世界が生み出されていたことを知る。確かにまだこの子は拙い。魔法世界はまだまだ生成されている途上にある。しかし、その生成に至る組成式は、完璧かつ無限の可能性を備えている。その無限を使いこなすには、まだまだ長い時間を掛けるだろうが、すでにその扉を開き、その向こうに至っていることに疑いの余地はなかった。そして何よりもこの“魔女”の個性的な点は、その魔法大系を人間界にて組成することに成功していたことだ。魔女は自由と力を求めれば求めるほどに、あらゆる制約から比例的に解放されていく。制約とは即ち、物質的な世界のこと。つまり、私や同格の魔女たちがそうであるように、人間界・物質界からどんどん遠くへ漂流していくようになる。しかしこの魔女は、それを人間界で成し遂げたのだ。即ち、ニンゲンの身でありながら、私たちと同じ世界に足を踏み入れている…！　いや、……それどころか、彼女の組成式はあまりに深い。私が深遠の井戸の梯子を、一段一段、千年掛けて降りてきた深みを、まるでパラソルを開いて落下傘のようにして舞い降りてくるように、…あっさりと…！　……もちろん、そのパラソルが破れて、そのまま奈落に墜落していくかもしれない危うさも持っている。その命知らずさに、…私は若さゆえの無謀と、ニンゲンのくせにという蔑み、……そして、この魔女がどこまで至るのかという関心と、私が未だ知らない世界を照らし出し、まったく味わったことのない紅茶を香らせてくれたことへの敬意を感じたのだ。これは私の持論だが。全ての存在は、運命に翻弄される側と運命を生み出す側の二極の間のどこかに位置していると説明できる。運命に翻弄されるのがニンゲン。愚かで哀れで、何も生み出せない。……しかし、足の下には踏みしめる大地がある。そしてその大地は決して裏切らず、生涯、奈落への墜落の恐怖に怯えることなく暮らすことが出来る。運命を生み出すのが、神々。そして造物主。全知で全能で、全てを生み出す。……しかし、全てを生み出し、全ての制約から解放されているということは、足元に大地という制約すらないことを意味する。　全ての制約を完全に失った存在は、……全てを手にする代わりに、それらの“意味”という制約すら失う。……生死の概念すらなくなり、存在の意味さえもなくなり、……ゼロの域に達する。あるいは、転落する。墜落する。崩壊する。雲散霧消する。その中間に位置するのが、私たち魔女なのではないかと思う。私たちは運命を生み出し、弄ぶ。その狭間を回遊する。しかし、ある一定の制限と限界に甘んじ、自分が転落しない程度の足場を残す。この怖いもの知らずの魔女は、私よりも遥かに遥かに、…その制限がないのだ。彼女は私の、千年の旅路の退屈をひと時紛らわせてくれるだけの一杯の紅茶なのか。それとも、臆病な私如きでは永遠に至れないかもしれない深遠を照らし出し、私に未知の世界を見せ付けてくれる、私より遥かに上位の魔女たりえるのか…！　どちらでもいい。私が奈落を目指す旅人でなく、大海原に投げ出され溺れまいともがく遭難者なのだとしたら。私にとってこの子は、しがみ付くに値する立派な木片だ。私を未知なる世界へ導く救いの船となるのか。それとも、私の午後をわずかの時間だけ優雅にする一杯の紅茶止まりなのか。
「気に入ったわ。………いいでしょう。私の名において、あなたを魔女だと認めてあげる。我が名、絶対の魔女ラムダデルタの名において！　あなたの“絶対なる魔法世界”が【絶対】であり続ける限り！　私は永遠にあなたの後見人であり続けるわ…！！」
……この素敵な紅茶を、私ひとりで味わうのは本当に本当にもったいない。お友達もぜひ呼んであげなくちゃね？　素敵なお茶会にして驚かせてあげなくちゃ。くすくすくすくす、あっはははははははははは……………！
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■我らの告白(抜粋)
今回の協力者は、蔵臼と夏妃にしよう。だが、夏妃はプライドが高く、たとえ莫大なカネをちらつかせても、恐ろしい事件の片棒を容易に担ぐとは思い難い。台風後、密かに蔵臼と夏妃を地下貴賓室に案内し、爆弾の仕掛けを明かして脅迫する。断れば全員死亡。協力すれば、碑文の犠牲者以外は生還できる。すでに島外との連絡手段は切断済み。蔵臼たちに断る術はない。

１０月４日。夕方過ぎ。雨はますます大粒に、そして風も強くなってくる。台風はもう、本格的に島を包みつつある。

「……こ、……これは一体……。」(夏妃)

夏妃は、ぽっかりと開いた闇へと続く秘密の地下階段を前に、立ち尽くした。

「怯えることはない。進むが良い。」(ベアト)

ベアトは悠然と微笑む。

「……これが、……お、親父殿の秘密の通路、……というわけなのかね……。」(蔵臼)

蔵臼は子供の頃から、この島には金蔵しか知らない、秘密の通路や部屋があると信じてきた。ではあっても、こうして目前にぽっかりと開かれると、臆さずにはいられない。

「まさか、蔵臼まで暗闇を怯えるのではあるまいな…？　それとも、こうして礼拝堂の裏で、風雨に身を晒し続けることを選ぶというのか。」(ベアト)

「………この先に、何があるというのかね。」(蔵臼)

「その目で確かめるが良い。……薄々は想像がついているくせに。くっくっくっく……。」(ベアト)

「あなた、やめましょう。きっとこれは何かの罠です……。」(夏妃)

「……私も出来ることならば、こんな薄気味悪い階段を下りたくなどない。……しかしどうやら、私たちには選択の余地はなさそうだよ……。」(蔵臼)

ベアトはにやりと笑いながら、その手に持つ、ソードオフライフルをくるくると弄ぶ。……確かに、蔵臼たちはその銃に脅されて、ここまで連れてこられた。礼拝堂に連れ出された時、てっきりひと気のないところで殺すつもりかと思っていた。しかし、この秘密の地下階段を見せられた今となっては、自分たちを殺すつもりはないかもしれないとも思い始めている。この秘密の地下階段の存在を知ることが、ベアトが魔女である所以なのだ。それをわざわざ見せた以上、殺す以外の目的があると考えて、恐らく間違いない。蔵臼はごくりと唾を飲み込んでから、ゆっくりと地下階段を下り始める。

地下貴賓室に積まれた莫大な黄金。もちろん蔵臼たちの心を大きく揺さぶるが、それだけでは恐ろしい事件の片棒など担がない。爆弾の仕掛けを説明することになる。幸いにも、蔵臼は金蔵の狂気についてよく理解している。島を丸ごと吹き飛ばすような仕掛けを戯れに設けていたとしても、笑い捨てることが出来ない。ここで、ベアトが爆弾の取り扱いを理解している事、そして、その威力について、彼らに理解させなくてはならない。ベアトの説明だけでは説得力が足りないかもしれない。ならば、源次も同席させよう。源次の口からも同じ話が出るならば、信憑性はぐっと上がる。
「その通りだ。爆発から逃れる方法は二つしかない。一つは、妾しか知らない方法によって、時限装置を解除すること。もう一つは、この格子の向こうの地下通路より島の反対側へ行き、爆発を逃れることのみだ。……見ての通り、この格子の施錠も我が手中にある。いずれの方法で生き残るにせよ、妾を拒むことなど出来んのだ。」(ベアト)

「わかっているとも。私たちも自分の命は惜しい。……しかし同時に、君も私たちに何らかの協力を得なければならないらしい。時限爆弾と黄金という、最高の切り札を２枚も持つ君が、私たちに首を縦に振らさなければならない都合があるらしい。」(蔵臼)

「ふふふふ、くっくっくっく…！良いとも、蔵臼よ。そなたが望むのならそうしようではないか。……これは脅迫ではない。取引だ。妾はそなたたちの協力を得たい。」(ベアト)

「先に見返りを聞こうではないかね。」(蔵臼)

「この黄金の山の全てと、家族の命を保証しよう。ただし、それ以外の一切は諦めてもらうがな。」(ベアト)

「……それ以外の一切、という意味を、もう少し詳しくうかがいたいね。」(蔵臼)

「そのままの意味だ。何しろ、この島の全ては吹き飛ぶのだからな…！！」(ベアト)
蔵臼も夏妃も、とんでもない話に仰天する。しばらくは冷静を失うだろうが、いずれにせよ、断る余地のない話。夏妃をなだめ、蔵臼は再び冷静を取り戻す……。蔵臼は、島が吹き飛ぶなら、黄金を運び出す時間がないと言い返す。ベアトは銀行の地下金庫のカードを差し出す。それはベアトがこれまでに換金してきたもの。銀行本店の地下金庫には、アタッシュケースに詰めた現金１０億円が眠っている。そのカードを差し出すことで、蔵臼に１０億円を保障する。その金庫に、本当に１０億円があるか、蔵臼には信じがたい。しかし、カネでは家族の命は買えない。再び、夏妃と論争を繰り広げた後、がっくりと憔悴。蔵臼は自分の家族と絶対の安全と引き換えに、渋々と協力を申し出る。もちろん、打算もある。島が吹き飛ぶのは事故として扱われるだろう。それによって、親族たちがいなくなれば、自分への追及も全てうやむやに出来る。金蔵の死も当然、うやむやに出来、自分たちが抱えているトラブルのほぼ全ては、なかったことに出来るのだ。仮に金庫に１０億円がなかったとしても、金蔵にかけられた生命保険には莫大な金額が掛けられている。……夏妃は渋っているが、……蔵臼にとって、これは悪い話ではないのだ。そういう後ろめたい部分を隠し、蔵臼は、他に朱志香を守る方法はないと諭す。

「……それで、私たちに何をしろと言うのですか。」(夏妃)

「協力すると言ったが、……おかしな犯罪の片棒は担げんよ。」(蔵臼)

蔵臼たちは疲れ切った様子でそう言った。

「妾は、とある人物を持て成す為に、ある芝居を上演したい。」(ベアト)

「……ある芝居……？」(蔵臼)

「そやつと妾は推理小説を嗜み、互いに議論を交わした仲よ。故に、その６年ぶりの帰りを祝って、極上のミステリーで歓迎してやりたいのだ。」(ベアト)

ベアトはこの台風で閉ざされた島で、何らかの狂言をしたいらしい。その辻褄合わせとして、彼女の用意したシナリオに従うのが役目と言う。つまり、彼女の芝居の登場人物になれということだ……。シナリオに従い、行動し、喋るだけ。それ以上のことは強要しないようだった。ただし、それ以外のことは禁止。彼女の物語を邪魔するようなことがあった場合は、蔵臼一家の無事を保障しない。大爆発から逃れるには、屋敷の敷地から遠く離れるしかない。その唯一の方法は、地下貴賓室からの地下道で島の反対側に逃れることのみ。そして、その地下道は鉄格子で封鎖され、施錠されている。その鍵を持つのは、ベアトのみ。ベアトはその鍵を、全てが終わった後、蔵臼に渡すと約束する。何から何までが胡散臭く、物騒な話……。……いや、ひょっとすると、これすらも狂言の一部なのかもしれない。彼女は、黄金の全てを譲る代わりに、最期の芝居、あるいは余興に力を貸して欲しいと言っているだけなのだ。

彼女が肖像画の魔女のドレスを着て酔狂に笑うのもまた、……碑文の謎を解いた者にのみ許される愉悦なのかもしれない。

※つまり“彼女”は“肖像画の魔女”ではないのです。
蔵臼は重ねて家族の無事を保証させ、それが破られた時には一切の協力をしないと強く迫る。それに対しベアトもまた。自分の与えたシナリオ通りに動かなければ、誰一人生かしては帰さないと、狂気の笑いと共に睨みつけるのだった……。

以上をもって、蔵臼夫婦の共犯化完了。使用人全員と南條もすでに共犯化済み。ゲーム盤の準備はこれにて完了。いよいよ物語は動き出す。
「お館様。……源次でございます。親族の皆様をお連れ致しました。」(源次)
源次はノックの後、扉の向こうにそう告げる。
……茶番だ。その扉の向こうには、主を失って久しい、無人の書斎があるだけだ。
源次の先導で、絵羽たち親族が、甘い毒の香りで充満した書斎に飲み込まれていく。
書斎に招き入れられた絵羽、秀吉、留弗夫、霧江、楼座の５人は、まるで式典に呼ばれた子供かのように、直立不動の姿勢で立ち尽くしていた。

「……お館様。親族の皆様、５名をお連れ致しました。」(源次)

「うむ。ご苦労であったな、源次。」(ベアト)

女の声に、一同は驚く。雷鳴が一瞬だけ彼女の姿を照らし出したが、それは彼らには、まさに大広間に掲げられている肖像画そのものに見えた。

「皆様。栄光ある右代宮家の当主、ベアトリーチェさまのお成りでございます。」(源次)

絵羽たちはその魔女の姿に呆然とし、開いた口を閉じることさえも忘れてしまったようだった。最初に我に返ったのは絵羽だった。

「………こ、………これは何の冗談なの？源次さんッ、これはどういうこと？！」(絵羽)

「こ、……こら驚いたわ……。まさに肖像画の魔女に瓜二つやで……。そのドレス、特注したんかいな……。」(秀吉)

「全てを我が最愛の魔女に返す日がやって来た、ということだ。今夜。私は右代宮家の全ての財産と、右代宮家当主の指輪を彼女に譲り渡したのだ。」(金蔵)
金蔵は高らかに上機嫌に、そう宣言した。
もちろん、金蔵が姿を現せるわけもない。金蔵がこの世にすでに存在しないことを知る者にとっては、これは茶番以下の幻想に過ぎない。幻想とは即ち、結果に対する過程の修飾。ある結果に至る過程を創作するに過ぎない。結果的に、この書斎で５人は死ぬ。無残な最期と、これまでになかった演出と共に。

ベアトがソファーの陰に腰を屈める。そして再び立ち上がった時、その両手には金蔵のコレクションの、ソードオフライフルが握られていた。ドレス姿とアンティークな銃の組み合わせに、絵羽たちはまるで、貴婦人が扇子か何かを手にしたくらいにしか思わなかった。少なくとも、その銃口が鉛の散弾を吐き出すまでは。

※ライフルでは散弾も発射できるようです。この場面で散弾を使った理由は２つ考えられます。１つ目は、狭い室内であるため、短時間で５人を無力化するには着弾範囲の広い散弾が有効であると考えた。２つ目は貫通力のある通常弾では、人体を貫通し、室内に弾痕が残ってしまうため、貫通力の弱い散弾を使った。壁を爆破すれば、弾痕はなくなってしまうため、どちらか言うと前者の方がもっともらしいでしょう。
まず右代宮金蔵の書斎にて、絵羽、秀吉、留弗夫、霧江、楼座を射殺する。金蔵の部屋の扉は厚く、銃声は容易くは漏れない。蔵臼と夏妃は熊沢の誘導で、すでに書斎前を離れている。銃声を聞かれることはない。遺体の加工のための道具はすでに書斎に準備済み。フラウロスは巨大な豹の姿に変わり、まず金蔵を一呑みにする。丸呑みにされたため、遺体がない、という設定。金蔵のローブの切れ端くらいを室内に残しても良いかもしれない。それに驚愕して、絵羽たちは部屋から逃げ出そうとするが、魔法で封印されていて、逃げられない。
親族たちは第一の晩が終わることがない限り、二度と開かれることのない扉を背に、ある者はそれを叩き、あるものは背負ってフラウロスを凝視している。
少女の人を食ったような口調とは裏腹に、その爪はあまりに鋭かった。

留弗夫がくりと膝を付く。そして、どさりびちゃりと、その切り裂かれた腹から内臓を床にぶちまけた。

鮮血の一文字が、何度も壁に描かれた……。
※扉の前にいるのに、壁に血が飛ぶのは不自然ですし、留弗夫の死に様からも壁に血が飛ぶとは思えません。これは実際の描写で、壁際に立っているところを立て続けに射殺されたのだと考えられます。
以上のシナリオに従い、遺体を破壊する。銃創の跡が見つからないように、その部位は丹念に破壊しておく。フラウロスに、腹を引き裂かれ、腸を引きずり出され、食い千切られ。それを丹念に再現しておく。
「………酷い光景ですな。」(ロノウェ)

「確かにっ。このように、死体が千切れ飛び、内臓が散らばる、血塗れの第一の晩は実に見事だ！エヴァの再来を思わせる残忍さであるぞ！」(ベアト)
※フラウロスは爪で腹を引き裂いたはずで“死体が千切れ飛び”という状況は不自然です。散弾で射殺した際に、散弾が手足にも当たってしまったため、その銃創を誤魔化す目的で“死体が千切れ飛び”という状態を考えたのかもしれません。
フラウロスは全身を歓喜に震わせがら、再び四足を付いてうーんと伸びをする。その体が次第に真っ赤に光り、灼熱を帯びる。
「あちしは７２柱の序列第６４位、灼熱のフラウロス！！全てを喰らい尽くすぜ、燃やし尽くすぜ、ぶっ飛ばすぜぃ！！あー、次の出番が待ちきれねぇい！！」(フラウロス)
彼女の放つ赤い光が、白色に至り、ついには大爆発を起こす。部屋が破片と爆風と煙と埃で真っ白になる。そして、暴雨と熱い雨がざぁっと書斎内に吹き込んできた。フラウロスの爆発が、書斎の壁を砕き、大きな穴を開けたのだ。

「やれやれ。あまり派手にしてくれるな。この部屋にそのつもりはないが、以降は密室殺人の趣向で行くのでな。そう自由気ままに壁をぶち抜かれてはたまらんぞ。」(ベアト)
「にゃっひひひひひ！それは悪いことをしたぜぃ！あちしは殺すのと同じくらい、壊すのも大好きなもんでぃ！焼き払うのはもっと大好きだぜぃ！！」(フラウロス)
そう叫ぶと、フラウロスは豹の姿に変わり、炎の足跡を残しながら雷雨の大空へ飛び出す。壁の大穴より飛び出し、中庭に飛び降り、壁を蹴って、跳ねて跳ねて、漆黒の大空へ消える。久し振りの外界が、とにかく楽しくて楽しくて仕方がないらしい。

「なるほど。なかなかに退屈をさせぬヤツだ。くっくっくっく。それにしても、無残なものよ。」(ベアト)
壁にはぽっかりと大穴を開け、……その瓦礫と埃、そして吹き込む雷雨でめちゃくちゃになった書斎。そして、……腹を引き裂かれ、腸をぶちまけたまま横たわる無残な犠牲者たち。
「たまには、このような大胆な第一の晩も乙なものよ。くっくくく、はははははははははは…！！」(ベアト)
※壁を爆破したのは、３つの理由が考えられます。１つ目は“散弾による弾痕”を消すため。２つ目は“壁に飛び散った血痕”を消すため(扉の前にいる親族を次々に殺したという設定ですから壁に血痕が残っていると不自然です)。３つ目は“死体に残る散弾による銃創”を爆破による被害に見せかけるため。
それから、この場に蔵臼と夏妃もいて、この一部始終を目撃したものとする。なら、彼らの服に埃を浴びせて少し汚しておいたほうがいいだろう。書斎の惨状の中を、ごろりと一転がりでもしてくれれば、それっぽく汚れるに違いない。そして、６人殺しが成立したので、蔵臼たちは、運が良かったなとベアトに嘲笑われながら封印の解けた扉から逃げ出す…、という感じ。その後、大慌ての蔵臼と夏妃は警察などへ電話をするが、なぜか不通。使用人たちを連れ、パニックになりながらゲストハウスへ駆け込んできた…、という筋書き。この際、紗音と嘉音を一緒に連れてはいけないので、うまくやらなければならない。

これで現場に行くと、さっきはなかった不気味な魔法陣が描かれていた……、というのも面白い。魔法陣自体は数日前から用意しておけば良い。蔵臼たちに、さっきはなかったと虚偽発言をさせれば良いだけだ。

紗音と熊沢の共犯を疑うのは難しいことではないはずだ。それを夏妃に看破させ、使用人に対する疑惑を向けさせるシナリオ。これは推理小説的なギミック。登場人物がしてみせたもっともらしい推理は外れている可能性が高い。という王道を逆手に取る。夏妃が“正解”を口にすることで、彼らに、それ以外に真相があるに違いないと思わせ、煙に巻く手法である。

「使用人たちよ。さぁ、いよいよそなたらの出番である。」(ベアト)

ベアトは屋敷の大広間に使用人たちを集め、そう宣言した。

源次、紗音、嘉音の表情は落ち着いているが、熊沢と郷田の表情はそうでもない。

「……本当にうまくいっているのでしょうか。不安ですねぇ……。」(熊沢)

「こういうことは初めてな経験なもので……。楽しいやら緊張するやら、……はは、はは……。」(郷田)

郷田が強張った表情で空笑いする。

彼ら(郷田と熊沢)は知らない。絵羽たち５人が本当に死んだことさえ知らないのだ。全ては、黄金を発見したベアトの茶番。５人もまた買収に応じ、茶番で死んだふりをしていると信じているのだ。源次のような例外を除き、ほとんどの買収者たちは殺人事件に関わっていることを知らない方が扱い易い場合がある。ケースバイケース。

「をっほほほほ……。色々な悪戯をしてきましたけれど、こんな大きな悪戯は初めてですねぇ。」(熊沢)

熊沢は夏妃の寝室でほくそえんでいた。

「おや、ベアトリーチェさま。使用人如きに、奥様のベッドで横になるなど、勿体のうございます。」(熊沢)

「嘘をつけ。ベッドメイクの時、一度や二度、飛び込んでみたくせに。」(ベアト)

「をっほほほほほ。それを言ったらベアトリーチェさまだって。」(熊沢)

※“ベアトリーチェさま”は夏妃のベッドメイクをしていたようです。
「よい姿勢は見つかったか？ただ横になるだけでも、長時間同じ姿勢を維持するのは疲れるぞ。」(ベアト)
「えぇ、存じておりますとも。でもこれも一億円の為ですものねぇ。をっほほほほほ。」(熊沢)
使用人たちには、各々、一億円を配ることになっている。……実際にはもう、発送済みだ。彼らの家宛てに、数日を経て到着するように、銀行のカードと鍵を送付してある。彼らははそれを受け取ることが出来ないが、遺族は受け取ることが出来る。葬式代の足しにでもしてくれればいい……。
※ベアトは誰かが碑文の謎を解き、生存者が出るという可能性を考慮していないのです。

「……ふーむ。……すまんがうつ伏せになってくれぬか。仰向けではどうも格好がつかん。」(ベアト)

「うつ伏せでございますか？出来はしますが、それでは少々息苦しいかと……。」(熊沢)

「仰向けでは、如何にも寝ていますという感じで実に白々しいのだ。ちょっと試しにうつ伏せになってくれぬか。試しだ、試し。」(ベアト)

「そうでございますか？では失礼して……。」(熊沢)

「長くその姿勢を保つのは苦しいか？」(ベアト)

「しばらくなら何とかなりましょうが。……ほほほ、検死は早めに済ましてほしいものですねぇ。」(熊沢)

「そうかそうか。しばらくそのまま。ちょっと衣装をいじらせてもらうぞ。あまりに綺麗に服を着こなされていても、リアリズムがないのでな。」(ベアト)

ベアトは鞄から道具を取り出す。それは、軽く束ねた延長コードだった。

「ちょっとすまん、通すぞ。そのままそのまま。」(ベアト)

「はいはい。」(熊沢)

熊沢の首に、その延長コードをぐるりと回し、後ろで交差させる。それを短く両手で持った瞬間。ベアトはどっかりとうつ伏せの熊沢の上に跨った。突然のことに、一瞬熊沢は窒息して咽そうになった。しかし咽ぶことも、声を上げることも出来なかった。その首にぐるりと巻かれた延長コードが、めりめりと音を立てて、その首を絞め付けていたからだ。熊沢はまるでプールでバタ足で泳ぐかのように、時折力強く、ばたり、ばたりと、足をベッドに打ちつける。その上にどっかりとベアトが組みかかり、……ただただ静かに、昆虫や爬虫類を思わせるかのように情け容赦なく、その首を締め上げている。……その光景はまるで、……巨大な黄金の蜘蛛が、……哀れな獲物に噛り付いて、……その毒液を、ずぶり、ずぶりと、挿し入れしているようにも見える。そう見えたなら、天蓋ベッドはもはや、不気味な毒蜘蛛の巣にも見えたに違いない。その巣は時折、熊沢のわずかな抵抗に、……ぶるり、ぶるりと、震えるのだった。やがて、……ゆっくりとベアトが熊沢の背中より起き上がる。もう、熊沢は微動だにしない。……絶命していた。

ベアトは絞殺道具を仕舞うと、次に傍らのライフルを取る。そして熊沢のふくらはぎの辺りに狙いを付け、引き金を引いた。銃声は軽い。……ドラマや映画で聞くような、ドギューンなどという音ではない。せいぜい、シャンパンの栓を抜いたくらいの音だった。しかし、血の塊が飛び、そこにはぶくぶくと血の溢れ出す痛々しい穴が穿たれた。今度はピンセットを手に取り、……そこを抉る。たった今、ふくらはぎを撃った銃弾を穿り出しているのだ。そして、鞄の中のビニール袋の中にぞんざいに放り込む。そのビニールの中はすで血に塗れた銃弾が、いくつか収められていた……。

「第四と第五の晩辺りは、銃だけでケリがつくのだがな。……後の晩になればなるほど、面倒になる。なので、郷田のような大男は第四、第五の晩でないと殺すのに苦労してしまうのでな。」(ベアト)

それから杭を手に取り、………まだ血を溢れさせるそのふくらはぎの穴に、その先端をぐりりと捻じ込む。体重をかけて、じっくりと奥まで捻じ込む。それをそっと離すと、………杭は綺麗に、ふくらはぎに突き立てられた。ちょっと不安定だから発見時には倒れて転がっているかもしれないが、生贄抉りの杭の存在は充分にアピールできる。
客間以外は全て２階以上にあるため、最初に踏み込むことになるのが客間になるのはほぼ間違いない。客間では嘉音が死んでおり、そのポケットにマスターキーを持っている。そして室内には魔女からの手紙があり、次の殺害現場の鍵が同梱されている。生存者たちは、こちらで指定したルート通りに死体を発見していくことになる。
※これはEP3における六連鎖密室の解答です。

警察に引き渡すため、現場を保存するという名目で、室内は極力いじらせない、立ち入らせない。夏妃が子供たちを引き止め、南條と蔵臼だけが死体に近付くという形を取るようにすること。朱志香辺りが嘉音の死体に駆け寄ることが考えられるので、特に注意。

そして一同は２階貴賓室へ向かう。次に夏妃の寝室へ。次に３階の控え室へ。その間に、嘉音は客間をこっそりと抜け出す。マスターキーはあるので、堂々と扉から出て施錠するだけでいい。嘉音はマスターキーを２本持っているので、うちの１本は客間内に残していっていい。碑文殺人終了後、全ての殺害現場が再検証される恐れはもちろんある。その際、嘉音の死体がないことに矛盾が生じないよう、犯人が嘉音を死体を持ち去るというアクションを与える必要がある。その嘉音の死体消失でもう一度ミステリーを仕掛けることが可能。
嘉音は礼拝堂に向かい、そこで紗音と落ち合う。そして、紗音にマスターキーを渡す。

「……お疲れ様。首尾はどう？」(紗音)
「ただ寝てるだけさ。こんなの、肥料の袋を運ぶ仕事より簡単さ。」(嘉音)

「ご苦労であったぞ、嘉音。これでそなたはお役御免だ。」(ベアト)

「……ありがとうございます、ベアトリーチェさま。……じゃあね、姉さん。また、次のゲーム盤で。」(嘉音)

「うん。また次のゲーム盤で。」(紗音)

ベアトリーチェがケーンを振るうと、嘉音の姿は煙管の煙に溶けて消え去る。

「さて。連鎖密室のトリを飾るのはそなたであるぞ。」(ベアト)

「はい。心得ております。」(紗音)

「そなたには、第四の晩を与えることにする。これが、もっとも慈悲深い晩だ。」(ベアト)

「ありがとうございます。」(紗音)

ベアトと紗音は礼拝堂に入る。寒々しくも、荘厳な礼拝堂は、風雨の音だけに包まれている。

「……どこがよろしいでしょう。」(紗音)

「祭壇の裏手辺りはどうか。」(ベアト)

「畏まりました。」(紗音)

ステンドグラスと、それを背負う祭壇には２０ｃｍほどの隙間があるようだった。その隙間は充分に深い。紗音は予め用意してあった鉄アレイをロープで縛る。そして、その隙間にゆっくりと吊るした鉄アレイを下してみた。問題なく入る。鉄アレイの重さも理想的だった。

「どうだ、問題ないか。」(ベアト)

「はい。充分です。問題ありません。」(紗音)

「では先に、杭の化粧から始めよう。そなたの杭は、血で汚すことが難しいのでな。」(ベアト)

鞄の中から塗料を取り出す。映画などで使う、本格的なものだ。それで杭の先を汚し、血化粧を施す。

「こんなものか。そちらの準備はどうだ。」(ベアト)

「はい。こちらも準備できました。」(紗音)

紗音は、鉄アレイを縛ったロープの反対側に、拳銃を吊るしたところだった。そして鉄アレイをステンドグラスと祭壇の隙間にゆっくりと下して吊るす。途中のロープは祭壇の角に引っ掛ける。しかし、拳銃より鉄アレイの方が重いので、手を離せば、すぐに引っ張られ、拳銃ごと、隙間に落ちてしまうのだ。

「うまく落ちそうか？」(ベアト)

「はい。問題ありません。」(紗音)

「………うむ。」(ベアト)

紗音は、ロープに引っ張られる拳銃を、ベアトに手渡す。そしてベアトは、血化粧を施した杭を、紗音に手渡す。紗音はその杭を、自分の額にそっと押し当てる。ベアトも拳銃を構え、紗音の額に、杭に添えるように当てた。

「悔いは、ないのか。」(ベアト)

「……ありません。全てはベアトリーチェさまの思し召しのままに。」(紗音)

「残念であるぞ。……誰かが碑文の謎を解けたなら、……そなたも死なずに済んだものを。」(ベアト)

「解けるわけがありません。あれほどの、難解な謎が。……元より、望みのない賭けでした。」(紗音)

「それでも、妾は賭けたのだ。……それでも叶う奇跡こそが、魔法だとな。」(ベアト)

「………この毒素に満ちたニンゲンの世界には、魔法も奇跡もありません。……ベアトリーチェさま。あなたこそが唯一の魔女にして、……この世に魔法を顕現できる唯一の存在なのです。」(紗音)

「そうだ。……我こそは黄金の魔女、ベアトリーチェ。安らかに眠れ。次にそなたが目覚める時は、そこは黄金郷だ。そこには、そなたの愛する譲治もいる。」(ベアト)

「……ありがとうございます。ベアトリーチェさま……。」(紗音)

乾いた音が、風雨の音しか聞こえない礼拝堂の中に、わずかの間だけ残響した。紗音はふわりと天井を見上げ、……それから、くしゃりと、操り糸を失った操り人形のように座り込み、倒れた。ベアトは手にしていた拳銃を手放す。すると、鉄アレイの重みに引っ張られ、……拳銃はするするっと、隙間に飲み込まれていき、重い金属音とともに、その暗闇に飲み込まれて消えた。後には、祭壇の前で、額より血を流して横たわる紗音の体と、その脇に転がる、生贄抉りの杭だけだった。
※これはEP2における夏妃の部屋での密室殺人、及びEP4における井戸での殺害状況の解答です。

「今のところはそんなものである。ここから、読み物としての体裁を整えていくのが、一番骨が折れるのだ。……表の物語と裏の物語。これを一致させつつ読み物として充実させるのは実に苦労する。トリックを考え出すのと同じか、それ以上にな。」(ベアト)

「……そして、その上辺だけの物語だけを読ませるのですから、貴女の物語は、何とも贅沢な限りデス。」(ドラ)

「そうであるな。妾は常に、ミステリーの物語とファンタジーの物語の２つを描いている。にもかかわらず、公開されるのはその一方の物語だけだ。それは例えるなら、牛より、最も上質なる肉をわずかだけ切り出し美味なる料理として、残りは全て捨ててしまうかのような贅沢だ。」(ベアト)

「贅沢な例えデス。……しかし、……惜しくもあるのではないデスカ。」(ドラ)

「惜しい、とは？」(ベアト)

ドラノールは原稿の束をベアトに返す。ベアトはそれを机の上でとんとんと整えながら、問い返した。

「……あなたは倍の物語を描き、その上辺の半分だけを料理しマス。……贅沢に捨てられた残りの半分を知る者は、その味と大胆な切り捨てに、驚きと賞賛を送るでショウ。……しかし、世の中のニンゲン全てが、あなたの望むほど舌が肥えているとは限らないのデス。」(ドラ)

「そういう輩も、時にはいるであろうな。」(ベアト)

「あなたはそれを、１０００人に１人と記しましたが、恐らくは逆デス。１０００人に１人を除いて全てのニンゲンは、あなたが本当に読んでもらいたかったにも関わらず、切り捨てて葬った、残り半分の物語を察することも出来ないに違いないのデス。」(ドラ)

「くっくくくく。良いではないか。贅沢に上辺のみを切り取って物語とした読み物だ。ならばその読み手も、１０００人に１人を除いて全てを切り捨てるというのも、何とも贅沢で良いではないか。」(ベアト)

「………それであなたは良いのデスカ。人は物語を、読まれるために描くのデス。……誰にも読まれることのない物語を描き、自ら闇に葬るなど、……贅沢の極みを超えて、愚かしくさえ思えるのデス。」(ドラ)

「くっくっく。良いではないか。１０００人の９９９人に理解できるように記したものが文書と呼ばれるなら。１０００人の１人にしか理解できない我が物語は、奇書と呼ばれるに相応しい。……魔女の描く物語なのだ。ならば奇妙な味たる、奇書で良いではないか。」(ベアト)

「……私の役目は、戒律を用いて、その奇なる物語を万人に理解できるようにすることデス。」(ドラ)

「そういうことだ。だからこそ、本当はそなたの手に委ねたくはない。」(ベアト)

「ですが、あなたの考えはわかりマシタ。９９９人に理解できるようには出来ませんが、……せめてあと１人、理解できるようにする手伝いを、出来るかもしれマセン。」(ドラ)

「手伝いとは何か。」(ベアト)

「この、未完成の原稿を、いつの日にか公開したいのデス。」(ドラ)

「妾が料理に使い、捨てた腸を、わざわざゴミ箱より引っ張り出そうというわけか。」(ベアト)

「……あなたは恐らく、誰にも理解されないでショウ。しかしながら、それはあなたの本心とも思えマセン。あなたは９９９人への理解は求めていナイ。しかしそれでも、たった１人への理解を求めてイル。」(ドラ)

「その１人さえ、現れぬ可能性もあるわけだからな。………自分の胸の内を誰かに理解して欲しいと願うのは、恋する少女だけではない。……千年を経た魔女とて、それを願うのだ。」(ベアト)

「そして少女はわざと難解な言葉でそれを語り、たった１人の王子の迎えを待ツ……。」(ドラ)

「そういうわけだ。くっくくくく、妾も、長い月日をかけて、何ともややこしい物語を書き上げたものよ。」(ベアト)

「もし、その王子が現れない時。………私があなたへ導く、道標となりまショウ。」(ドラ)

「……ミステリーであること保証するノックスの十戒か。くっくくく、そんなものが、果たして妾への道標となるものか……。」(ベアト)

「それでも足りなけレバ。……この未完成の原稿を公開し、あなたの世界への鍵としマス。」(ドラ)

「何とも恥曝しな話だ。告白する勇気もない小娘が、友人に代弁させるかのようではないか。」(ベアト)

「それで成立する愛もあるのデス。」(ドラ)

「ふ、……くっくくくく、はっはははははははははははは。……良かろう。この原稿を、そなたにくれてやろう。」(ベアト)

ベアトはこちらへ向き直り、紫煙を棚引かせる煙管のケーンで原稿の束を叩く。すると原稿の束は、くるくると丸まって細くなり、ポンと現れたボトルの中に封じられた。それをドラノールに放る。

「そなたの好きにせよ。ただし、条件が一つだけある。」(ベアト)

「……何でショウ。」(ドラ)

「妾の生ある内に。その封を解くことを許さぬ。」(ベアト)

「……それでは、この原稿によって真実に辿り着いた人々が、あなたに答えを告げられマセン。」(ドラ)

「妾の待つ王子は、その原稿を読まずに至った者のみだからだ。……猫の腹を割いた後では、猫を愛でることは出来まい？　そのボトルを開けるとは即ち、妾の腹を割くも同じことだからだ。」(ベアト)

「……………わかりまシタ。そのように致しまショウ。願わくば、この原稿によって、あなたの墓に参る者が現れることを、心より祈りマス。」(ドラ)

「どうだかな。………カケラの海の魔女諸賢は実に冷淡であるぞ。妾の墓に参る者が仮にいたとして、唾を吐きかけるだけであろうがな。」(ベアト)

「……あなたが、愛ある者に視える物語を描いたナラ。……あなたもまた、彼女たちを愛するべきなのデス。あなたの求める王子とて、あなたに愛がなければ、視えないのデス。」(ドラ)

「……ふ、……ふっふふふふ。……これは一本取られたぞ。そなたの勝ちだ。さぁそのボトルを手土産に帰るが良い。妾はまだ死なぬ。書き終えなければならぬ物語は、まだまだ長いのでな。」(ベアト)

「それでは、これで失礼しマス。……お元気で、大ベアトリーチェ卿。あなたを待つ、大勢の愛ある魔女のことを、どうかお忘れナク。」(ドラ)

「………そうであるな。それを、そなたの置き土産と思い、受け取ることにする。ロノウェ、客人のお帰りだ。玄関まで見送るが良い。その後、妾にはもう一度紅茶を。久し振りに甘いミルクティーを飲みたくなった。」(ベアト)

「……畏まりました、お嬢様。」(ロノウェ)

遺言に従い、大ベアトリーチェ卿の死後に、この未完成原稿を公開する。この原稿を読んで、私は晩年の彼女の悲しみを思い浮かべ、涙が浮かぶのを禁じえなかった。同時に、彼女が哀れでもあった。彼女は愛ある者を求めながらも、彼女の心は皮肉的に批判的に、愛なき者への怒りでいっぱいであったからだ。彼女はかつて、１０００人に１人だけに届けばよいと言った。しかしそれは違った。彼女は１０００人の中に、１人でも多く届くことを願ったのだ。それを彼女に問えば笑いながら否定するだろう。しかし間違いなく、それが彼女の本心だったのだ。私は初め、この原稿の公開に消極的だった。彼女が生前、何度も口にしていた、１０００人に１人の、彼女の救世主の神秘を守るためにも、非公開であるべきだと思った。しかし、何度も読み返す内に、……彼女の原稿は、宛先なき恋文であると気付くようになった。彼女さえも気付けなかった本心。私はそれを今、理解し、それを叶えてやるべきだと思った。それが、この未完成原稿を公開するに至った動機である。これを読み、あなたがベアトリーチェという一人の女性に感じたものが、愛であっても怒りであっても、どちらでも構わない。しかし、もし可能ならば。この物語の一番底に秘められた、彼女の思いに至って欲しい。

彼女はこの物語を、２つ描き、１つしか公開しないと言った。しかし、本当はそれも違う。３つ描き、１つしか公開しない物語なのだ。この未完成原稿によって、その３つの内の２つまでが晒された。最後の１つは、どうかあなた一人の力で辿り着いて欲しい。それが、同じ女として、これを読む諸賢に強く願いたいことである。愛がなければ視えない。彼女の言葉だ。だが言い返そう。誰の心にも、愛はある。それが視えなかったことこそが、彼女の悲劇なのである。
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